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復刻にあたって

ＩｾＨＮｻＮＺの誌名は ｩ 大のように変逃している 。

rl刈i J G建築協会新t誌 J ( 大正 6 年 9 JJ - 7
5
ド12月)

f"  本住築協会雑誌J ( 大正 8
5
1二 1 月 - 8 年12FJ )

rJ往築と社会J ( 大正 9 年 1 J l 以降)

表紙を{ ' ，: r縮小して収録した場合がある 。 また、 !j;l 本が断

裁されているため、不完全なものがある 。

断裁によるイミ完令な文字は利i み1([ したものがある 。

表紙のltlJ 色は一色に統ー したため )J日本とは見なる 。

11 絵はカラーの貞も全て黒一色で印刷した 。

「会事 ｉｾｊ の ￬ｬｬｩ 頁には乱れがあるが、 ｊｪ［Ｑ 本のままとした 。

各集ごとの「総目録」は、発見できたものに限り、該当集

の第一 万の前に収録した 。

品i 表紙は、 rm一集第一号』 に限り収録した 。

目次の発行日は、奥付に記されたものを採用した 。

前付広台の一吉11J . えび後付広子? は収録しなかった 。「広告見 出」

「広? ? 日次」および「掲載広常一覧 J ( 復刻に際し新たに組

み、 H け加l えた) を参照して rnきたし、。

また、広告頁には独自の頁が付けられているため、本位i

五IJJ:&の広行頁の頁は一貫していない。

本f主主IJ版は日本建築協会所蔵の原本をもとJ l J した 。

(不二出版)



[第77巻目次]

第25集第 7 号 昭 和17(1942) 年 7 月10日発行

第25集第 8 号 昭 和17(1942) 年 8 月10日発行

第25集第 9 号 昭 和17(1942) 年 9 月 1 日発行

第25集第10号 昭 和17(1942) 年10月20 日発行

第25集第11号 昭 和17(1942) 年11月10 日発行

第25集第12号 昭 和17(1942) 年12月10 日発行



大正六年九月十四日第三組! 郎便物認可・昭和十七年十二月五日印刷納本 ・昭和十七年十二月十日受行 ( 毎月一回一日量産行〉

-

圃-----

•••••• 
・・・・'

-
E 圃 圃 圃. .  

・ 1 圃

日本建築協奮

第 2 5 輯 第 1 2 競

昭和 1 7年 1 2月 ' 日

乏 震 印

v  

総論

三 塁 印 岩 綿 製 品

開議・ i，接 遇 ・ 耐 火 鵜 議

三塁信線アロッヴネ急成( j ) J fj 音装置Ij 爆音1: 耐ス5吸音率を有す

盤 討 大崎 町 1む区 中 之 島 五 I 三O

施 玉 太飯田禽建風化工株式舎社

Iii U 土佐申書 (44) 1323.騎82.8221. 汚94

東京市神間頁岩本町三番 地

三 重 産 業 株 式 舎 社

電 話 浪 花 @0 0 7 2 呑



D  112 
ｾ＠
eョ

ロー勾ズ防水工法査官施行

開城仰I 葉樹音f1大阪告別i

大 ｐ ｒＮ ｾ 畠 ｅ 車ｉｬｔｊｩ Ｍｔ ｉｬ I寄l 土佐 t邑{ 糾) 825 3825 

豪。 τ 隼断東軍布 ［ｍ ｩｾ 主 ｅ 助Ｑｩ (; 1 青山 3810

広島宮 意f f i " 応忠市銀副町一 It (電) tt (2) 1344 

i同HI 田県代理窓 株式 i ｾ ｴ 丈 ＡＢ￰ ｩｲ 行理 科 部

脅

業

所

東

京

・

名

古

屋

・

庚

島

・

京

城

・

奈

良

⑬ 

株

浅

沼

組

電 大

話 阪

南 市

⑮ 天

ｾ王

九八七七 寺

七八 一 一 軍

八七一 一 手

五 三八O 辻

( 三日 ニ〉 町

、 . 臨E

一一一一一一ー点

金 F 塾l Ml i J Ml t j l 略語R

1'11  Ｈ ｓ Ｂ ｵｬｔ ｅａ ｾ ・ ｶ

段 、 : : 1m ａ ｾ Ｂｾ ｾ ｆｔＧｾ＠
、聖! ! l " PAT E NT E D 

株曾

本

枇

大

阪

市

東

直

上

本

町

四

丁

目

六

一

O

式

木

村

組

枇

' -"仁志

同 d

E舌

南

-1:: 

:H.. 

、ーノ

，-ー，へ司ーー、

九 六六六

四 0 00

- 0 0 0  

七 七 六五

番 番

工

作

所

南

(

七五

)

日英米特許忠実用新実霊録百数十件所有

大野ｾ防 ｘ 捲上ィヶ戸
{ 物的大野式シャツメデー〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ 、ソ タ 一

大野式ルーフルシヤHノヲ一

大野式融室付自動開識戸

大 野 式 工 場 周 軸 承

大野式鶴子λ 軸笹・戸車

各種防火扉・銅製建具拘

謄用持株機微類設計製作

引 大 野 製 作 所

m ii. 1  r再東南芝区三 田巴園町二番地

三田工t黒 l i電話三田 ( 4o) 3737・3738.3787

4長信I !.ll 夜長 市 検 ｉｾｾ ｩｩＺ 村 町Ｍｽｩ 九 Ｚ昼 ｴｾ 電 ｩ 協 ｈ 2168・沼72

ｍ 話 町 丈 販制日 Ａ ｮ 瀧虻 ｊ Ｐ 八十 島 Ｑｾ 電謝鵠 ｀ Ｕ￟Ｘ



建 築 乞 枇 曾

第25輯 第 12 競 昭和17年12月議行

回 目 回 国

白 衣

最近の住宅問題 と市営住宅の概況-… … 一… - …… … ・ ・ 三 宅 美 代 治-一 ( 1  )  

塁審摩上よ P見たる最近の住宅問題- … ・ ・・・…ー………ー深 山 果 … ( 4  )  

組立住宅の枇曾|生……- ………・・- 一 -…- …・- …… ・・ … … 高 木 直 幹 … ( 7  )  

満測園に於ける建築勢務者に就て・ … … ・・… … … … … 湯 川 浩・ ・・(  9  )  

建築とジャ ーナリズム・一… … ……・・・ … ー ・ … … … … 一 安 孫 子 三 雄… ( 13)

技術者と錬成… … …. .. ・H ・… ・…一………一 ・…………・・田 中
捕… ( 17)

劇場飴録・… … … … - ・・…. . . ……・ ・・・・・ …一- … … … … … 一 小 泉 嘉 四 良[5... (20)  

合力線の トラ久解法への臆用 ( 1) ・………… … … … 一寺 門 四 志 猪 … ( 27)

建築と防空展・ー・ー ・ー・… … … … … … … ・・ … … … ・尾 皐 記… ( 34)

カ場 煙 室.c，

光 と 親 鼠 ー …・ 一… ... . .… ・.... …・・ ・・ …ー ・…ー…・津 田 盤 .. ( 38)  

舎 報・・・ …・・ …・ - … ー. . …・… 一ー・一. . …. . .… ……・一一- … 一一・ ・・…ー (40)



告曾

菖蒲池厚生住宅展覧曾開催

本曾創立廿五年記念事業のーとして諌て奈良牒生駒郡伏見村大字菅原900

の l 地 に 建築 中 の 菖 蒲 池 厚 生 住 宅 は 此 程 竣 工 仕 候 就 而 11 月27 日は開係各位

を御招待、28 日よ り下記の通 P展官舎 開催仕候保知己御誘合せ御来観被下度

此段御案内申上候

社 園 法 人 日 本 建 築 協 曾

関 西 奉 行 鐘 遁 株 式 曾 註

財 圏 法 人 帝 塚 山 軍 国 後 援 曾

催主
昭 和 1 7 年 1 1 月

援

11 月28 日- - 12 月 6 日

午 前10時~午後 4 時

菖蒲池厚生住宅展 賢曾場

( 関念奈良 線首滞池膝下車南へ約 51""松争l ' 池塗)
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最 近 の 住 宅 問 題 と

市 替 住 宅 の 概 況

時局住宅封策として政府が打った手K 周知の通

り住宅管固 と貸家組合の二つがある。首路者とし

てその育成に闘心を持つのも無理からぬ事でる

る。 一間営圏と 云ふ言葉も 初J f - 君主ら 、そのE 慢も

初ものであり 、恐らく調進ナチズムの経営観が多

分に醜謹せられたと 、私には思へる。調逸の経営

( Bet rieb) は企業家個人の利篠追及に非ヂして民

族共同開の誌のより高次なる目的経皆であると す

る。同時に叉その構成員は企業家から努働者迄全

員とり高次目的に統合包機せられ、共庭陀は主張

すでべき個我の存存ーは無く ー固としての、奉仕統躍

( Totalit 訟のを 形成するものとする。

管 ・はとの意味の Bet ri eb を指し、圏 ・はとの

な味の Tot a!i tat を言はんとナるもの L 様に私に

は思へる。経営であるが震にはE誌なる沓来の枇曾

事業の様に救済的である事は許されないのであっ

て、民族共同障の殻展の震に何程経情的進展を途

げでも不可は無い諾であり 、蕊に牧交と云ふ事が

先づ考へ られ設とし 、成程叉その必要も肯定せら

れるのである。叉奉仕統臆でるる事の首然の代償

として、社合的名春 ( Sozi a!e Ehr e) が賦奥せら

れんとし其鹿 l乞悠うかすると勢ひ奮来の公務員的

存在形式に成り 跡ちでもあるのである。替圏の行

き方を見てゐ ると 此二つの賭が可成強調せられて

ゐる様に私tては思へる。

2. 

住宅管厨の建設方針が著しく狭臨友ものに友り

その質設備が全く窮極的と考へ られるものに立到

ってゐるのも勿論鞍時下の止むを得宮る措置ゼも

あるであらうが、叉ー商低物慣政策に劃底しつ L

前越の通り経替と云ふ事が可成強く考へられるが

震の苦心の結果でもあるに相違ない。

ニ 宅 美 代 治

成程蛾って考へるに大阪市自身の経験からしでも

吾閣に於ける住生活が倫全般的陀は民度的K 強い

慾求 と君主る程枇合政策的意義を持って来てはゐ友

いかも知れない。 I 折角考へて提供した家も住み

方を知らぬ手合にか L つては閉口だ」と云ふI嘆息

に趨構するものも多いかも知れ主主い。然しその矯

めに或種の園民的疾病や宿弊を徒ら に遠巻き陀し

て吠えてゐると云ふのではなら主主いのでるって、

是には不良地直改良事業法が制定せられたと同様

の深慮が新 しい枇合観の下 に姿請せられなければ

ならない。此種の考慮と経営との制断 ( 貫は本質

的には営然相塾同ずべきも のと 私は考へるのであ

るが〉は私民もっと大きな圏策的立場から政府の

打つ手があってよいりでは主主いか と考へる。軍需

生産要員は職年= 目的の人的資源であり健民運動

( 施設的) は図家締力 の根元培養でる ると すれば

尚更の事である。そのf主化租視のー唐の高度累進

制が採周せられても少しも園民生活む脅威とたる

事は無か らうでは友いか。

3.  

住宅管圏の組織運営が頗る官臆的だ と云ふ人が

ある。或ひは企業が奉仕精神陀淡入するが故にさ

う見えるのかも知れない。果して然 らば との様友

批判は新枇舎観と 云ふか告奇麗の素性と云ふかさう

したものを理解し友いからの事であって公私の直

別無く凡ての事業が経営で無ければならや叉凡て

の事業が佐合政策を貫践するもので、あるべきだと

さへ考へる私にとって管圏の行き方が奉仕的統慢

の商陀於てE に官臆的でるる事は肯定出来るので

るる。然し奮来の考へ方からずt L ば官聴は行政を

事業は民間でと云った一つの型があり従って官臆

と云ふ事が往々非経営的非能率的或ひは叉高踏的

と云ふか名帯感的と云ふか奉公的と云ふかさう云ふ

1  XI I  



主商高三持ったに到 し民 聞 と云ふ事が非公共的非奉

仕的或ひは叉貫際的と 云ふか 活動的と云ふか生産

的 と云ふかさ う云ふ主而を持った事 は 守 は れ な

い。 ‘ とれば法律F 論の公私の直別 を見ても直ぐ 判

る理窟である。共同時現金、はとの雨者の長所を I准

各々の特質とし友いで海然一腫として その長所だ

けを高度に強揮する方法如何と云ふ所に鷲足する

ものと考へ られるのであって戸動統躍としての管

圏 もその経瞥の面か らする 時た 山氏支のバランス

と云ふ事: では無く如上白，妙諦を捕捉したも のであ

らねばならぬ事 と私は思ふ。

4. 

貸家組合の結成も其後徐程進捗した主義であるが

結成を畿慾:ずる側は必歩 それが企業として成立 ち

つ L 而 も園策の一変を負担す るものと云ふのであ

るが 恐 らく首肯の上での加 入 と云ふのでは無 く修

繕用資材の優先位ひの思惑か らか或ひは中陀は杭

合的友鹿カに依ってだけのものも皆無とは云へ 友

いであらう 。事責現下の組合員数が家主} 妊の幾パ

ーセ ン トに過ぎ歩、互支ひは全員加入の麗に於ても そ

れは往生活の貴重友統計資料を得る便縁 とはなっ

て も事. 業的期待の多大主主るものを之K 掛け園策途

行の急:速手段の封象とするには途に 不適営である

のでは無から うがと思はれる。と云ふのは従来の

貸家経替陀就いて 1. 企業的経営と云ふ底のもの

が砂い事 2 .私生活安定の簡易君主る方途と して不

動 産所有を選んだと見られ従って頗る消極的な動

機 によるものが多い事 3. 事 業 自樫よ りも利潤計

算 を主眼とした動機によ るものが多い事 等が考へ

られる からであって偲りに如上の列記が全て該切

レ主主いとしても 此種の民間組合に期待するにはie

りにも時局が緊迫し てゐる。勿論此種組合の結成

は完成しであ る陀越 した事 は無く結構な事 に相違

左足 いが現下の住宅 封策は襲うしても 利 念 を峰枕し

た組織韓即 ち住宅替圏と公共圏躍を 中心にして必

要 陀して且つ充 分 とす る考究がなされなければ友

らぬと私は思ってゐる。それは膏に量的撒充の一

本槍では無く 長 期 鞍を前提とし ての閣民の住生活

の 全般 封策でなければ友らぬ。 日く新奮家賃の均

衡 、、日く住宅規霊の統制、日く 居 住地区の設定等

と云ったものが差嘗つでも頭陀浮んで来 る。 新 奮

XII 2  

家賃 を現在の様主主膏紫張 りの{ 註でおく 事ーは何 とし

ても有ゆる住宅 封策 の 障 害 で あ る し 、草 償、坪

数 、2さ地商積等住宅 規主 の統制は閣民生活の均 衡

を得 る所以であり 、居住地直の整理は工場第務確

保の最も直裁なる手段であ り之等のものは凡て住

宅法、 ( 戦時住宅法でもよ ろし) の中f ' C{y含せら

れて可な るものであら うと思はれる。共同盟理念

の究局 は人間生長の芽でるる本能 ( Posesi ve Irn-

pul s) と云ふ奴を如何に巧 み陀取入れ且つ仕生か

すかと云ム鞘に あるのであって同時に手緩い遁り

方で手を着けたが最・後随所に不自然 と不平均を 生

じ腫の袋が破けた様に仕末に お えぬものに主主らね

ものでも 主主い。故に私はー商秋 霜烈日怒髪天 を衝

くの慨 を示現する と共にー商叉春風和拘天衣無縫

の一大創作が盤梅される事を待望 して止まない。

アドルグ ・ヒッ トラアは時にそう云ふ冥想に耽っ

てゐるに相違 ないのでるる。

5.  

都 市政 策 としての住宅政策に相営の業績と経験

とを持つものを都 市の中に 求めるとする友ら恐ら

く大阪市を 以て第ー とする陀誰れしも異論 は無い

であ らう。各都 市 とも 失 敗 と云はれた住宅組合、

分譲住宅ずらが住宅組合の極 くー部の不 成績を 除

けば大凡上首尾に完結 を見叉見つ L ある。

明治38年以降の大阪市の住宅難者と調べて見ると

大LE8 年の室戸率0.15 %が最 も甚だしい。即 ち市

が市設住宅経営に乗出した放初の年でるる。 183.

000回を 以て樫宮住宅 208戸の建設に着手 したのを

最初として逐年増築を見、王見陀分譲、工業 及融 和

住宅 を含んで 21ヶ所 2. 000戸を出ており 叉不良地

直改良事業法が 制定せられるや本市は率先して昭

和 2 年度 より 7 ヶ年稽観事業を起し濠算 740 寓闘

を計上したのでるるが諸種の支障 の篤数次の計重

慶更と年度延長を官余儀無くせられつム貫に熱心と

忍耐を以て事業を 韻 け今日 商 積約 2 寓 坪 1.600 世

帯 6. 000 人の密住不良地直の改良を殆んど成途げ

て来てゐる。 即ち昭和 4 年今宮住宅 78戸の建設を

最初と して慣住宅を 含む 12ケ所1 . 300戸に垂んと

してゐる。

支那事 費 と共に生じた吾 圏第二次の住宅難( 昭

和 ｾＴ 年末大阪 市室 戸率 ＱＮ Ｐ ＸＥ 同 Ｑ Ｕ 年末 Ｐ Ｎ ＵＴＥ Ｉ に



封鹿し政府の懲: 想陀臆へて昭和 14年度以降今日起

に木市 に於て建設した所謂努務者住宅は

城北第 1 住 宅 ( 立髄 4 戸建) 159戸

同 部 2 // ぐ平家 2 戸建) 242戸

同 第 3 // (  // )  40戸

北 問屋/ / (  3  //種 ) 237戸

塚 本 F (立手話三家) 270戸

此債格土地建物約 450禽闘である。引観現に言十

叢を進めつ L あるものに王子町佐宅( 約 250戸) 淡

路住宅ぐ約 120戸) 大 和 田 住 宅 ( 約 100戸) 等が

るり此珠算約 Ｓ ＰＰ 高 ｉｫｾＱ である。との努務者住 宅 を

一期 としてその質設備陀於てその空地面積率に於

て叉翠一町舎を組成する集圏的形躍に於て叉托 児

所健康相談所ノj 、公園共同農園等の附属設備陀於 て

従来より相首商目を 一新したと見，られるものがあ

り恐らく之れは幾分とも調逸溢りのジ ード ルング

等が間接にも影響した吾園建築界での一般傾向 を

踏んだもの と云ひ得 るでるらう。現に市の北加賀

屋住宅の居住7状態を見ても 70% 陀近 い昼地商積を

利用して各家とも家庭農園をそれも質陀整然と 形

作 りそれが叉設計上の日照鞠係の考慮に好結果さ

れて何れも家庭用の野菜に事ーを散か ぬ程の出来祭

を見せてゐる。

6.  

昭和 16年11月大阪市住宅調査の結果に依れば全

市の室戸率 0. 9% 中、港 、大E 、此花、西淀等所

謂臨港地区の室戸主容は概して低位陀在り叉人 口密

度 1 平方キロ 営17・725人中是叉臨港地直程高いも

のになっており是は住宅建設を必要とする方商程

之を不誼営 とするの矛盾を示すものであって営面

臨機の措置 とし て住宅交換 と云ふ程の些細友考慮

が蔑さ れる以外何等かもっと根本的去に封策が是非

共考へられ及ければ友らぬ時期に到ってゐる事を

物語るものであらう。全市か ら通観し でもベル リ

ンの 4 倍に近く 東京紳戸の 1. 5倍名古屋の 2.5倍

京都横演の 4 倍 と云ふ人口密度陀在 る大阪であっ

て此上無方針に小佐宅を凱治する 事 は襲う考へで

も遁首とは云へ友いのである。 市は技監室を持っ

て新都市計蓋の樹立 K 叉審議室 を持って市域抜 張

計霊の研鑓に重量砕 しつ L あるが此等の計壷K は早

暁住宅地直と住宅型睦と質 と量とそうした根本的

研究が随 伴す るであらう事も営然である。

住宅問題花 関聯して近来一部の人に論議せ られ

ようとしてゐるものに轄巌業に依る商業街直に生

でやる芸家現象がるる。大阪市の現在の献況は英中

心匿と見られ る東南南区に就いて調査した所に依

れば東直に於て昨年11月の室戸率0 . 8%が本年9月

には 1. 2 %となってお り約 100戸の2芸家 を生じ総数

300戸の空家があると云ふ事陀 なってお るが反到

に南I亙に於ては昨年同期 0 . 6%の室戸率は本年周

期 0. 53%に減 じておると云ふ貰献であって何れに

しても常時 3 乃至 4 %の室戸三容を保持してゐた大

阪市としては街ほ少々の2芸家が生じても自然消化

されて行くと云ふのが現欣であらうと思はれる。

( 筆者は大阪市産業官官住宅課長)
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馨 撃 上 よ リ 見 た る

最 近 の 住 宅 問 題

生産拡充の園策は 、得々 人口 の都 市集中に拍車

をかけ. 一方、.建築資材の入手維や建築費の昂騰

は新築の i脅加を著しく妨げて 、その結 果. 都市の

住宅難は愈々厳IJ しく怒って来た。之を大阪市陀就

て見ても 、支那事費勃張問刀( 昭和12年) の新築

数は昭和 5 年の新築数 100陀劃し. 182の割陀檎

加してゐたのが昭和15年には 137f ' C減少した。従

って、2芸家数も著しく少くなって、昭和12年には

線佐宅 100戸に付3，12戸の割であったさき家が、昭

和15年陀は 、僅かに 0，54戸と 君主り 、昭和 5 年の5，

29戸に較べると約10分白 l 陀減少してゐる。貸家

の2芸家政は更に深刻で¥昭和15年は貸家 100戸に

付 0，43戸で全 く絶無 と云ふ欣態でるる。

斯犠な現象は 、結局、住宅の過密居住を自余儀な

くして、各種停染病の体播に絶好の機 舎を興へる

許りで主主く 、 ともすれば、住宅に於ける安 らか友

休息が妨げられ、陸眠も不足し跡 ちと君主って、疲

努が快復し切らす¥段k 陀者積し て、その結 果、

勤努や護育 に悪い影響を及ぼしたり 、時陀は . 途

に何等かの疾病に艶れると云ふゃう友不幸すら招

く棋がある。現に大阪市では 、昭和 5 年 十亡1 戸営

り 5，081人の居住者でるったのが、昭和15年陀は

5，140人f ' C l舎加し、今日では更陀その1設を増して

ゐるのでは友いかと 思はれる。大阪市の結核死亡

数が逐年噌加してゐるととは確かであるが、結該

感染の機舎が大部分. 住宅内でるるととや、桜病

の動機が主として疲努の務積陀基因するととを思

ふ秋、最近 の住宅問題は 、腎感上から是非一考ナ

る必要があるやう陀思ふ。

倍て、瞥皐上から見て 、最近 の住 宅特 陀都市に

於ける住宅陀就て、第ーに解決ナベき大問題は作!

と云つでも 過密居住 を是E するととである。その

篤陀は 、政府や公共圏轄とか其他大合枇工場常局

等が、大資本を投じて速刻大量り住宅 を建設する

Xl l  4  

深 山

E担

調C

必要がある。 幸ひ大阪市では、数年前から住宅謀

者三 設 けて、鋭意、努務者住宅其他各種住宅の建設

を急: いでゐるが. 之は真に喜ばしい傾 向 で る っ

て、現杭、既に市内37ケ所に4486戸の市営住 宅 を

経営し て、住宅管固 と共 fて. 現下の住宅維の経和 ‘

に易からす' 貢献し てゐる。

ヨたぎ陀 ihhi 潤地に居住すると 、兎 角、脚気やリウ

マチスと か共他各種の疾病 に繰り 易 くなるが . 6と

の弊 は、住宅敷地所の u pが法律 を以て規定 され

るや うに 友ったから 、今日 では 一 掃 さ れた。民

に結構友ととである。叉、 従来、 大阪市内の住

宅では. 敷地雨積 陀 劃する空地商僚が非常に;少

し 大阪市が 6750 戸の貸家陀就 て調恋した報告

に依る 'と、4 ' ; 均空地面積は僅か陀1，59坪 で、空 地

の敷地陀劃する割合 は、 13，91 % にしか過ぎなか

った。之では 、都 市の住 宅は、勢 ひ. 採光が不足

となり易く 、通風換祭 も不充分で、あ り勝 ちで¥斯

様主主住宅に居住すれば、遠から す京、何 等かの疾病

に耀か らざるを得 主主く 友る だ らう。最 近、 と白弊

を革める 震に、市街地建築物法とかに依って、敷

地商陀封する空地面は 4 0 %を確保する ととになっ

たそうであ るが、之は、寧 ろ常然の庭置とも云ふ

べきでるって、敷地面の u p の規定 と共に 、保 健

上Eまに喜ばし いとと である。空地面がE安ければ、

E誌に採光通風がよく 主主 るだけで主主 く、 庭園や蹴菜

園を設けるととが出来て、心身の慰安陀役主っと

か、不足勝 ちの食糧が幾分でも補へるとか、色々

の利主主がある。 庚い2さ地は叉、子供の安全主主遊び

場とか理想的な洗濯物の干場とも怠って大鑓結構

である。

大阪市住宅課では . 市営住 宅 の 建 設 に 際 し で

は、常に各方面の構成者か ら夫々意見を徴 して、

率先在来の弊を革めると共に 、保健上は勿論、共

他の諸黒占化就て も出来るだけ合理的な健康住宅を



建 設するやうに努力し てゐるととは 、異 に感謝に

堪へ友い。 市替住宅の建築型式 は、最近すべて各

戸建を採用し てゐるが、市内の貸家の95% が長屋

式であって、動 もすれば通風採光に事畝く憾みが

ある のに較べて、透かに健康的でる り、且つ爽か

に感じられる。

一例として 、市営の城北 努務者住宅 に就て見る

に、綿戸数は 440戸で、その内、 158戸は 1 戸常

りの平均建坪が8，38j 平の二階建で、階上階下が別

世 稽 と君主って お り、 242戸は建坪10坪の王子家建

で 、40戸は建坪13，5坪の平家建中住宅 となってゐ

る。 従って城北努務者住宅の9 0 %は建坪10坪未f街

の所調小住宅で、遣うる。市 して 1 戸常りの居住者は

平均3，38人であって 、市内小住宅の居住者ーが 1 戸

賞 !J 4，25人 、中住宅4，80人K 較べて 、約 1 人前後

の減少でるる。 之を 1 人懲 りの昼1設 に 就 て 見 る

と、城北労務者住宅では 3，1盤 強であるのだ封し、

市内小佐宅では 1 人営り 2，21盤 、中住宅では 3，43

墨となってゐて 、その居住 紙態 K 島幸程 「ゆとり」

のあるととが覗へ る。 筒、 城北 努務者小住宅の空

地面僚は 、敷地面積の58，5 %もあって 、建築面積

よりも空地面積の方が廉いのである。之は、市営

住宅即健康住宅 と誇 り得 る非常 友強味であって、

調逸が健康佐宅の標梼と して、"Raumrei che und 

Schりne Arbeiterwohnungen" と云ふととを高唱

してゐるのと全 く同 じである。城北市笹野務者IJ、

住 宅では 、との空地11:: 148，2TFの共同農 闘を設け、

之を 50f問むプ ロックに別 けて 、一世幣常 り0，935坪

の農園 を提供し非常 に喜ばれてゐる。

三宅大阪市住宅課長の談によ れば、市営性宅で

は清掃を徹底させる魚院 しく 言 っ て ゐ る が. 兎

角 、家賃の小額の住宅では 、不潔と 友 り易い 尚で

ある 。 之 は居 住者 の 教 養 共 他から 推し て ｾｬｗｊ，無 理

も主主い とと L 思 はれ るが、住宅 を不潔にするとと

は、結局 、識らす= 識 らす=の聞に居住者の肉慢を 不

健康と してゐるととに なるのであるから 、此の黙

は充分に革めねばな らえ主 い。殊 に集圏住宅の、共

同施設に就ては 、各 自の公徳J むに訴へて常 に清潔

第一主義を貰践すべき である。

調逸では 、各家庭の清掃が非常に徹底 してゐて

塵一つ認めないが、更 にその完壁 を期す魚、先年

下記のやうな注意書を各戸へ配布した。

1. 保護者の不注意の篤、子供或は家畜等に よ

り住宅共同庭園が破損或は 不潔にi宿るととあ

るべからサ、各 住宅 の ｾ より駿 物 を投棄すべ

から 守、

2.  共同の階段、出入口 、地下室通路. 洗濯所

等は各 自公徳心 を以て清潔を保つべし。

3. 各戸入口 の靴拭ひは各自常 に清潔 を保つべ

L o 階段にて塵を 梯ふべからす。

4.  7商圏の陽干 しは午前中 に行ひ、叉洗濯物等

何れも 道路 より見えさ「る鹿 にて行ふべ し。

( 新住宅の多 くは乾燥室の設備が ある)

5. 各戸の扉の開閉は静かに行ひ 、 ラジオ 、議

音機 、共他一般繁絡によ り近隣に迷惑 をかけ

るととるるべからす" 0 午後 2 時 より 3 時まで

及び夜 10時以後 には特に 注意 を姿 し、夜晩く

風呂 71<を流すべから す";; 0

6.  階 段を静か陀上下ナペ し。 自縛車、乳母車

等の運 搬は特K 注意すべ し。

7. パル コ= ー の草花の給水は、夜 中人通り少

き時 陀行ひ 、道路上陀水滴の落ちねやうに註

なすべし。

8. 結 麗の塁主婦き は、金曜 日各戸の裏庭の所定

の鹿 陀て行ふべ し。

猫逸の市街地住宅は、 フ リー ドリツヒ大王時代

以来、高 さを 一定する需に 、地下一階地上五階 建

に決め られてゐるので、今 日では各住宅が整然と

立並び夫 々の建物には何れも十数世i苦手宛居住 して

ゐる。常局は、との共同社合生活の秩序 を更に よ

く守り且つその清潔を ー居 、徹底 させる需に以上

の布告を出 したのである。

術 前越のや うに各戸の清掃は平素か ら充分に行

Jill き、家屋内には塵芥が溜 らぬゃ う設計されてゐ

る他 、主要口 、蓋所、物置等は 、何時 も整 然 として

ゐて 、塵芥箱 も紙屑入、厨芥入、友入の三つに匿

別し て人 自のつかね鹿に小奇 麗 に 設 け ら れ て ゐ

る。叉一般公共建築物等の大掃除に際しては 、消

防 自動車が出動 して水洗ひ をやる友ど 、真に徹底

したや り方である o

調逸の ナチス政府は、園民保健の見地から 、住

宅問題を非常 に重脱 して、新住宅の建設は 、主 と

して努働局及び摘逸拶J野戦線が之陀首 れ その建

築は組 べて官替乃至公共闘館経営の 、建築曾祉 に
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請負はせてゐる から工事が非常に敏速に行はれて

ゐる。叉新住宅だけでな く在来の住宅 に就ても 、

各家主に住宅の数や蹟さを E 確に届出させて 、改

築を要するものは、文化院や建築警察署等が その

指導相談機闘 を設けて之に臆じ るとと κ なってゐ

る。 而し て借家人が引越す際は、勝手にその住宅

を他人に紹介す るととを禁 じ、 子無し尖嬬が大住

宅 に住む ととも 制限 して、- k 住 宅紹介所がその

世話に任 じ、例へば、 子供 の多い家庭などは優先

的に庚い住宅に住めるととになってゐる。

斯様に して、ナ チス政府 は、保 健上から徹底 し

た在宅政策を宜施 してゐるが、1933年の政権確立

以後 5 ヶ年の聞に新築した住宅 は 1，458，166戸に

達 しごナチ ス政権前 5 ヶ年聞の住宅新築数より 、

47，839戸も多く 、殊にその建築様式 は保健的見地

からみて格段の差を呈 してゐる。参考ーの需. 以上

の新住宅、建設を都部別に分額すれ ば下記の通り

となる。

住宅情加盤

人 口10真以上の都 舎 487，616戸

人 口2 寓乃至 5 蔦の都 合 150，245戸

人口 2 千乃至 5 千の都 合 166，716戸

人口 2 千以下の町村 333，512戸

其 他 320，077戸

がくて、1933年には 、全捕逸で 100家族陀付、

6，6家族の割で住宅前不足してゐたのが 5 ヶ年後

には漸くその不足 を解消するとと が 出来るやう陀

なったのでるる。勿論、 その後も 、住宅の新築は

旺 に行はれてゐて、伯林 市だけに就ても . 1938年

以後、シヤロッテ ンプノレグ直北部の 190ヘクター

の地域に 、 2 ヶ年計蓋で、 1 高 2 千の市営住宅が建

設されるととにな れ 之に依って 3 蔦 6 千乃至4

寓人の市民を牧容する新大都市が新らたに出現し

よ うと してゐる。

X I 1 6  

向叉、人口の都市集中を 防止し、 旺つ閣民保健

の向上ｾ困る伐に 、 官営の問閤林間住宅が各所陀

建設されつ h あるが、之は極めて低康友月賦梯で、

園民に提供 してゐる。土地は 1 王子方米 1 マーク宇

から 2 マーク宇位の廃で、一直 1，000不方米に直

切って、整然たる回国街を遣ってゐるが、各住宅

の債格 は、内金 150マークから 400マークで、月

賦 額は15マー クから 35マー ク位であるから 、大槌

市内の 1 ヶ月む家賃と時々同額である。叉、従来

「夏の楽落J ( ゾムマ ーコロ ニー〉と 云はれてゐ

た伯林市周園部の、公私有・の園嘉畠も 、 最 近 で

は、蕊に住宅 を建築する際は 、住宅法陀則って 、

婆術的且つ保健的要素の整った住宅で主主ければ新

築するととが出来なく怠った。そ してとの住宅地

域の庭園では、食糧となるものを栽思するやう iて

義 務づ けられてゐるか、鞍 時下、 昆 K 結構なとと

である。

更十亡燭逸では 、大戦勃裂後、労働者の激喰に備

へて、年々 30寓戸の努務者健康住宅の建設計重を

護表したが、兎角、 住宅維が閣民の健康を蝕み 、

園力の減退を招来する棋がある際、とり大計遣

は、異陀賢明なる大圏策として讃嘆せ ざるを得友

レ、。

願はく ば、 我閣に於ても 、大東亜鞍守を勝ち抜

く鴛には 、園家の原:lllJJ 力たる園民の健康に 留 意

し. 殊に園民健康問題が住宅の如何に大いに懸っ

てゐる重大な事買をハツ キ リと認識して 、との問

題の解決を おろそか十て する とと陀依って 、悔を千

載陀残すととのないやう、向一府関係常局の努力

を希って 己まない。絡に臨み、大阪市々営住宅の

資料を多数陀提供して下 さった市住宅課御常局の

厚意に封 し衷心感謝の立を俸げておく。

( 17. 11 . 10)  

( 筆者は 慶喜昼博士大阪市立西診療所長〉



組 立 住 宅 の 社 曾 性

今日組立住宅は新しい用途を以て注目されて来

た。即ち大規岐空襲時の擢災民l乞供する 仮設臆念

組立住宅が之でるる。 此の様友仮設臆念住宅は7象

め計霊的に相設大量κ 戴置され主主くてはならゆ事

迅 速に任意の場合 ｋ 簡単なる技術を以て十 ［ ｉＧｾ 築し得

る事及び或短期 の使用後容易陀 解砲 し他に再びi樽

用し得る事等の震に組立住宅である事が最ーも望ま

しいとされるのでるる。

厚生省住宅課が昭和16年12月十て行ったffJ l ' 立住宅

の組立試作は、厚生省一案、企制院一案、住宅管

圏研究部二案の四案であったが、住宅' 苫聞の 3 枕

住宅のー案を除いては恨設臆念住宅を 目標とした

のでるる。

共 の後既製膝念組立住宅の藤置は知る限り 1' C1た

てば行はれてゐない様であるが、仮設住宅往設部

隊の組織訓練 、木材懸念備蓄要綱、空襲被害復醤

用土木建築用資材 の配給事務庭 理要綱等によって

その過渡的主主庭置が考慮されてゐる。

此 の援に 既製膝念組立住宅の擁置が殆んど積極

的に行はれて居 らねのは白木が幸 、今這空襲に脅

かさ る L 事が甚だ少かったからで今後決 して忽に

なナべきではない。

扱て組立式仮設臆念住宅 は経由 佐宅の一つの腔

用陀 しか過ぎないのである。組立住宅の領域ば庚

大で将来K 富んでゐる。そ しておそらく 園民住宅

とし て護展 して行くであら う。私はと L に組立住

宅の吐曾的特性に就いて貧 しい乍ら二三の考察を

試み ようと思ふ。それはとむ様な基礎的主主考察が

今後む具睦化方針を 明確にす ると信歩るからであ

る。

組立住宅と工場生産

組立住宅の生産技術的友目標は住宅の工場的大

量生産化といふ一事 に霊きる 。現場作業を出来る

限り少くし、簡略にし且水を使は友い事にし 、容

一

口

問 木 直 幹

易花組立て得また簡軍陀解臨し得る といふ事は其

ｾ に従属して生す な る第二義的特 性で ある。

組立住宅の生ひ立を見るにド イツ に於ては世 界

大戦後の佐宅靴底辺の震の住宅生産の合理化 とし

て王射工、アメリカ陀於ては資本主義的企業の封象

として世に出たが何れも住宅の工場生産化 を第一

目標とし 、庶民への大量供給を意岡した事に於て

一致 してゐる。白木の市浦氏其他諸氏の乾式構造

は結局個人住宅の試作の域を股 し得主主かったが 矢

張住宅の工場生産化が明K 念頭に置かれてあった

のである。 そして今日そ の努力が周知の如く住宅

管国の組宇佐宅の新規投 と友り本来の姿に於て登

場 して来た。

それはさて置き工場的大量生産は共の前提とし

て規 格の設定を必要とする。 性宅に於ては部材の

規格化 と住宅金轄の規格化であ る。

組立住宅と生活様式

佐宅の規 格は生活様式の定型化に依って始め て

設定し得 るのであって軍に機械的に定め得るもの

ではない。E ! Pち祉舎 との密接友闘聯がるる のであ

る。

現代E造業制: 舎の階級に於け る生活様式は個を超

えた普遍性を持ち来るのであって 、其を類型とい

ふ。 その普遍性が自然強生の俵ではな く、他の意

志例 へは、園家の意志或は資本家の意園陀依って強

力に定型化され る様化規格が強生するのである。

組立性宅の規格は、部材陀於ても住宅金躍に於

ても . 悲に之を定め得 るのでは な し 階 級 枇舎 或

は園民と しての生活様式を根擦にするのである が

叉一方生活を意志的に規定 して行くのであるから

それは皐に機掛技術的に 叉自然護生的主主額型を反

射的に決めて しまふわけには行か友い。それは枇

舎人としての. 園民と しての佐といふ生活事象の

充分な理解の上にそ の指導方針む上に形ど られて
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来主主くてはならぬのである。

組立住宅と傍統

人間の枇食生活は新しい時代と共に新しい在り

方を持って来るのは言ふ遣もたいが叉一方多くの

本源的不賓の部分を遣して行くものである。過去

の時代から遺された不慶の様式を停統と言ふ。体

統は不嬰の生活内容の表現であって 、停統を否定

するととは杭舎の生活内容の革新があって始め て

可能で、あれ個人的な悉意によってなし得るもの

ではない。組立佐宅はその型式に於て一見甚だ機

棋技術的で、あ るりで停統の無自覚な否定に陥り易

い事に注意 しなく てはならない。日本の佐宅医於

ては既ーに昼、複、障子. 桂間其曲一定単位の組合

せによって浩型さる L 慣習で: ヰうれ従って今日考

案さる L 組立住宅も之を導生し 、新しい生活様式

K 沿って、技術的に部分的友改饗を加へる事に依

りそ の意園を賀現する事が出来る のである。

組立住宅の意匠

佐宅のみならヂ線ての建築が整術的表現を; 苦闘
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古レ住宅も新築同様となる

新築住宅にお手入のいらぬ

* 新築家屋美繁加工

新築落成と同時に本所濁特のピ

y 液にて洗浮し木材獲色の原因

となる樹液を取り、其の上をピ

ッκ て仕上の加工をすると完金

なる餐色 防止加工 となり、優美

な艶を有 しフキコミの努を省き

頗る経済的です。

女古家 屋新 滋美 索加工

古家も ピY 液で洗浮すると新築

同様 とな り、 其の上を新築美葉

加工 と同様の加工をすると前者

同様の結果 となる 。

( 特穏技術を要 しま す か ら 糊)

の誘負加工 と致 して居 ります/

大阪市天王寺直東平野町四丁目ニー

美素工業所

竃 霞 天 王 寺 く77) 四 0 0 三 番

する事は疑ふ富余地がない。それは建築が人と自然

との関係に於てのみでな く、人と人との闘係に於

て用ひら る、 E 陀人に封する表現即ち枇合的の表

現を必要とし て来るのでる る。そとに建築の事術

性の基礎があるのである。

組立佐宅の委芸術的表現の重要主主 る目的は定型化

された生活設式の内容即ち園民生活乃至分業枇舎

の階級生活内容でるって、それは車友る個人生活

の表現 とは全く 異 るものである。それは 一つ一つ

が殆んど同様の} 診を持ち 、色彩を持つ緩に . その

〆集積が全悼としての綜合表現を形成する所に特徴

があ る。国民生活の表現である事が或は階級生活

の表現である事が形に於て大量生産の震の規般化

と全く一致するのである。そしてその同型のもの

が集園計劃の配置に於て公共猪設と関聯し乍ら昔

繁的主主高度の階調を保ち得るのである。そと陀閣

民としての或は階級としての金程的な表現をなし

得ると思はれるのである。

( 筆者は 住宅管園建設局工務課技師〕

耐志摩優秀品

耐火・面切|ト耐アル力リ

ホ材 ・スレートモ JL-9Jしテ‘ソヴス

コ〉ワリート・煉E 真地主慮ヲ隙ヲ

各種材料ニ遁臆ス 〈説明書進呈)

アサヒ商曾

251細菌E雌踊:7B25産業EJl

九九二・六四六一

電話土位堀六四六二・六四六士



満淵圏に於ける建築

持 務 者 に 就 て

前 者

此一文は筆者が蹄謹直前の某期間此種努務者に

就て、見たり感じたりした事柄の覚え書である o

是 が. 満洲建築界へ進出せんとする人々にとって

何等かの参者と友り 、又は内外j 山を問はす= 建築労

務者問題が量的にも質的f ' O<=共 にi深刻H<=憂慮され

つ L ある今日 、此方面に闘むを有する人 f'L封し些

の寄奥を篤し得れば幸甚なるを思ひ、文中豆長はE

鵠をうたしたる結無きを保設し難きも、求め らる L

ま L 寄稿する所以である。

1. 近 況 概 要

満洲閣に於ては圏内定住の努務者以外 t亡、年々

季節的に主として 山東方面から渡り来る努務者、

所調華北工人が 、建築界のみと言はす= 綿ての開張

建設事業に於ける努力の主要供給源と主主って居る

事は周知の事質である。

最近 産業開護事業の続々念速化すると 、凶際情

勢の賓動に仲ふ建設事業の蹴充とに依り 、満洲 囲

内に於る努力の需要は激 l合の一途を辿るにも拘ら

子、と の華北工人の移入は、此庭 2.3 年来 、華 北

自控に於ける開護事業の伸展共他の原因に依りイ中

k 思ふ様に増大しない。よって圏内努力に劃する

依存の必要性は倍加せらる. l . f ' L 至れ従来の方法

を以てしては到底需要を充足し得ないので、政府

自ら圏内に於ける努務者の募集供出比乗り出す事

となった。

即ち営該中央官臆民生部は各重要事業の所要努

力数と閣内に於て供出し得べき努力数量 とを 11児み

合せ、供出地域と供出数とを割宛指定する、各 地

方聴は割宛陀基き自ら募集供出の責務を擦首する

と言ふ具合である。

従来は労工協舎が園内の努務者募集供出 K 主位

となって活躍したりでるるが、 '政府自ら供出に呆

- 目

t茄

Ｚｾ＠
11:3 

i

 

l

 

-
-
E
E
'
 

り出した L め、労務者の需給統制は一段と強力化

したわけである。 主主ほ努エ協舎は努務輿園舎と し

て新種足し 、政府の営路者に封し直接間接 K 多大

ω 協力を抄ｾーひっ ｬｾ る ｏ

係斯くしてイ共同せらる L 圏内努務者の大部分は

順朴お: る農民より出身せるものなるがため、是 が

使役陀際し ては、特に留意して宣撫上遺憾友きを

期さねば友らない次第である O

2.  苦手務者の特異性と封策私見

( 1)  一般努務者f ' Lf ' L就て

誌に謂ふ一般努務者とは 、土工、運搬、骨材採

取等極めて車純なる 作家ーに従事する努務者を便宜

指構するものでるる。 ( 木土、左官等の如き職工

陀就ては後述する。 )

との一般努務者の大部分は従来苦力と呼ぴ慣さ

れた者逮である。最近質施せらる L に至った政府

供出の農民出の努務者の大部分が亦之に該賞 す

る。 此種努務者は共の数に於て各種努説者中首位

を占める。仕事振は極めて漫々的で、重うる が、人数

と努働時間とに物を言はせて案外馬鹿にならぬ成

果を場げる。一般に不熟練害事務者でるるが、土工

作業は先天的に巧で、根伐工事等少し経験を する

と仲々手際良く仕上げるやうになる。

苦力 の生前程度は極めて低くー設には乞食より

も下位友りとさえ謂はれる。しかも向上心続滞で

メ イフア Ｍ Ｗｾ・

淡法子 ( 仕方無し) 的諦観に徹し. 最低の地位に

甘んじて居る。

囲内陀於て供出せられる農民出の努務者の衣食

住亦是等苦力と大差が無い。しかし相感の自負心

があって、苦力視される司王を優端K 嫌ふ。 一見 し

た所では苦力と饗りが無いので¥心無き現場員が

苦力呼ぼりをし て宣撫上司I白く無い結果となる事

無きにしも非ヂであるの
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線じて此種努務 者を動物関し て取扱ふ事 は絶惚

不可であ る。 彼等が支那の設展に封する貢献砂な

からさるを想Eλ 、彼等 を愛措指導すべき 司王の必兵

を銘記せねばなら友 い。是は彼等を直接使役する

現場監管、組頭等に特に徹底納得せしめ置 くの要

あるを痛感せる 事屡々 で、るった。

斯る一般努務者 l乞劃する需要の激増が、逆陀彼

等の貸の低下を生起し 、特にその瞳位の次第に悪

化す る傾向に在 る事は憂慮すべき 事態である。一

躍苦:tJ と調ふ呼名で内地に紹介 されて居る努務者ー

は、非常に組末安(買友食物 を食べ、しかも恐しく馬

力の強いー栂人間紛れの した者とされて居 るゃう

でる るが、最近のt! '王宮Eは!必十しも然りとは限ら な

い。主主ほ常人の今分も働け友い老齢者や幼少者が

目立って多く友りつ L ある。( 但i l l [ 片看者の減少し

つ i ある事は鹿賀K 堪え えにい) 故に賃銀の上騰に

反し て能率は低下して行くと言ふ現献である。 主主

ほ宜撫上共他種々の観黙から是非共工事中の死亡

者を絶無念ら しむべく勉め友くては主主ら友い。是

がため 厚生施設の強化改善が愈々緊要となりつ ι

重うるのである。 との厚生施設に 闘し ては、各方面

共相官カを入れて居る様であるが. 建築工事は一

地に永続するも ので無く移動 性の存するためと か

共他の理由に依り未だ完全た りとは言ひ得主主い。

傍との厚生施設在行ふ際留意せねばならえ主いの

は、彼等の民族a性習慣等を十分採り入れると言ふ

事であ る。 内地直職入式の厚生施設は歎迎されな

い。 中途宇端な官合式住宅を奥ふるよりも 、彼等

調 得の三角断面のアン ペ ラ小屋を陽賞り の良好な

乾燥地陀設 け且絶えす= 漏策防止に留意する方が手

近でる り効果 も高 い。 密療にして も彼等は西洋流

の瞥壌に絵り 信頼し ない 、漢 法 瞥 祭 を 遥 か に 喜

ぶ。 アスピリン等無理に呑ませな lわと貰ったきり

で放って置く 。漠 法繋であれば積極的に服用し 、

ムかも結構効 き闘がある。故に漢法E華、漢法然等

をlfx揃え る事.は上k軟的安易にして非常に有効で、あ

る。特に現場開係者をして簡翠友る漢法繁の知識

を習得せ しめ得れば. 何かにつけ て甚だ便利で、あ

る。概し て彼等は湯水で、樟 を洗は ぬ援で¥ 湯7k K

浸ったのは生れた時だけと 言ふ 者 が 大 部 分 で あ

る。而して垢と土とでゴY ゴ ツ に な っ て 居 り 乍

ら、垢を落すと皮膚が薄くなって風邪 を引くと栴
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し、折角風呂を設備しでも 入りたが ら ね 者 が る

る。 かく て風呂の如き 施設は共の利用 に就て最初

宇ば強制を裂するものである。衣服 にしても殆ん

ど全部が、夏冬共一着ぎりで着史主主ど無いのであ

るか ら、7 k K濡れる事は極度に嫌ふ) 1誌に雨天の

際は屋外作業は休止のやむ無きに至るのが通例で、

通うるが. とちらで何か雨具( 内地の蓑の如きも の

でも可〉を準備して置いてやれば結構就業するの

であ る。娯繁品として胡弓や箇 を若干 現 場 に 備

え、 或は満語の小説を買って置いてや ると買に喜

んで利用 する。主食物や堵好品の斡旋は最近の様

主主 物 質 不如意 の ｪ 伏態 ｦ ｃｾ う っては続 々ブ Ｗ を入れねば

，な ら君主いりであ るが、特に忘れてはたらないのは

家郷への音信を積慢的に面倒見て やる事立、ある。

是が彼等を L て安心して仕事に従事せしむ る上陀

役立つ事 は蓋し測 り知れ友いも のが ある。

斯の如く労務者の取扱と厚生施設とを遁切 な ら

しむ可き事の必要性は、優秀努務者の確保の鈷か

ら観ても 言ふ遣もたい鹿であ るの 現在の施行方法

の程度では満洲に於ける施工期聞は大随7乃至8ヶ

月であ る。而して努務者の大部分は 、春季家郷を

出でて工事場に入り冬の訪れ と共に帰郷するのが

普通で、R : : がため折角仕事に慣れた勢務者が逸1砕

して、来春再び不熟練者を集めねばならない不利

が生歩 る。 故に冬期聞に材料の蒐集搬入内部設備

等に従事せ しめつ L 優秀努務者 を越冬保有する布。

は非常 に有利である。鹿が元来蹄郷の強定で出郷

した者が大部分であ るから官会程現場の策に入った

者で無い限り 残留越冬は希望しない。勿論要越 冬

者は数十亡して大したものでは無いが. よし越冬し

ない迄も来春再び元の現場 に戻って来 る様 になっ

て くれる 事は是非望ましい。所が x x組にはもう

絶瞳1'[ 行くのは嫌だと努務者自身が言ひ、 或 は供

出元のJj J1:ーや! 院が斯く苦71犬を唱え る様に放つては庭

置無しでる る。 是に反して済南あたりから諸々元

の古典を慕って戻って来る者を強見する時は何と

も言え歩愉快で、喜うる。兎陀角、労務者の指導と使

役とが遁切であり厚生上の考慮宜しきを得るは 、

日本人に劃する信頼を高め優秀労務者を確保し、

仕事 を能率化ず る上から忽に出来主主 い 問 題 で あ

る。

(2) 職工の指導に就て
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認に取り上げる職工は、木匠、瓦匠、石匠等内

地の大工職、; 煉瓦工、石工等tけ FI 常する it 築工喜三

指す、彼等も 共の習慣性質等に於てム般努務者に

類似せる所が多分にあり、従って既述せ る庭は大

部分そりま L 営絞るりであるが、蕊には特に嬰っ

た黙に就いて考察する。

概して是等職工は上速の一般努務者に比し牧入

は一段と 高〈生活程度も幾分上位にあると言ひ得

るo Ei 圏内定住者が比較的多い。

是等職工の技能は日本人職工の指導に よって大

いに進歩しては居るが、未だ全面的に同列に 在り

とは言えない。とは云え次第に先輩たる日本人ω

水準陀到達し、しかも共賃銀の低 きがため日本人

職工の職場を 脅すに至る傾向が有る。 但し手の込

んだ仕事 、精織を必要とされる仕事、綜合性を要

求される仕事等は彼等に取って全く 苦 手で、遣うる。

彼等に所謂見祭え のある 仕事を望む事 も 難 か し

い。満洲で早くよ り一般化 されて居る練瓦積工事

で さえ、彼等だけK 委すと 甚だ粗雑襲心陀堪え友

い。天井や窓枠等が少々歪んで居ても 一向気化し

ない。つま り重立っただけの仕事は割合早く呑込む

が、工夫 と創造と陀 努力し自ら技側を磨か うとす

る向上心に乏し し 仕 事に封ず る熱意、愛着心、

責任、担念、潔癖性 と言ふ援なものが紋けて居る。

その代り 一度費え込んだ事は何度でも反覆繰返す

忍耐力 は頗る 強い。故に満人職立の使役に際して

は、努めて簡単なる規 格品の製作に振 り向ける事

は至極有利で、あ れ 施工f ' L ' ! ' つては日本人職工の

指導指揮の下 に貰施せι むる事がよ止非共必要で、あ

る。

是からの日本人職工はE互に腕だけでやって行か

うとしたら努賃の低い満人職工陀職場を奪はれて

しま ふでるらう。 故に創意工夫K 努め. 綜合の能 l

力 を殻揮し、満人職工 を指邸指導しつ L 自己の分

機せる仕事を 果して行く所花 、共の進むべき途を

護見せねば友らえ主い。 新 る指導者た るべき日本人

職工は仕事に劃する熱意と愛着心とに富み、責任

観念旺盛 、しかも満人を引張って行く に足る策概

指導力の供った人間でなければな らないの 斯 る人

聞には、 たと え言葉は下味くとも彼等は良く心服

して、以心停心的に其指固に従ひ 、イ中々 立派友成

果を納めるものでるる。将来の満洲建築界で要望

せらる L 日本人職工、将来海外へ進出せしむべき

建築工は 、i Ef'L J析の虫11 き者で、主主ければ左足ら念 い。

一言に して言へば質の良い者で無け れ ば な ら な

い。所謂喰い詰者でるった り出穣人根性の者でる

つては友らえ主いと信歩るのである。

( 3) 把頭市1j f ' L就て

. ータ " クリ ー夕方 ム ー Ｎ ｾ［Ｎ［ＮＮタ，

把頭は所謂親方でるって、苦力頭、木匠頭等職

ｾ ｉｊ＠ f'L呼栴 される 。

満洲園に於る 努務者 は未だ確たる 組織を持つに

至つては居らない様であるが、と の把頭制が徹底

し. 把頭は共配下の努務者に劃して絶大主主る権力

を振ひ、配下亦仕事には忠買で、無いが把 頭には忠

買え主りと 言ひ得 る現献である。 克も赴は内地の親

方と異り別に仕事を教育するといふ事は無 し た

だ努力賓却の方途と して強達 したものであらう 。

把頭は配下の数陀依り大中小があり、大把頭る

たりの生活は相営及ものであ れ 平 常 で も 背 債 を

着込んで、きちんとした恰好をして居る者が少 く無

い。政府供 出の労務者は供出地方の比較的有力者

( 通常屯長級の者 を選ぶ) の中より地方官躍が世

話をして共 の配下の1設に感じ て大中 小の除長を 決

めて居るが、是は上越の把頭 f亡棺々匹敵するもの

である。 イE配下の者に封ずる勢力に闘しては 、俄

か造りなるがため把頭ほど徹底しては居な い様で

ある。

園家が強力な i(. 在制 に乗り出した今日 とは言へ、

之の停統的制度が一朝 十亡 して痩革せらるべくも 無

い現欣に於ては 、是等把頭の心を捉む事は作業能

率を揚げるための一つの方策でるる。 事 情に精 通

し友い現場員が把頭を無閥して直接その配下努務

者を恕鳴り廻したりして把頭の心象を損ふと 、得

て作業の固1骨友進捗を 阻害し易 い。放に例へば苦

力の仕事振りに具合悪い所があるなら ば、その苦

力の属ナ る苦力頭に劃 して忠告し、苦力頭を通じ

て首の苦力の非を改めると言ふやうにするのでる

る。 新くして若し把頭む信用 を博し、把頭が積極

的陀とちらの指固について来るならば、相嘗無理

主主苦しい仕事であっても 其の配下は唯々諾々とし

て作業に従事する。故に是等の労務者を直接指揮

監替ナ る 日本人、 特陀現場監督、組頭級の人々に

一封しては 、新る鈷の指導要領に就き 十分敬育納得

せしむるの要がある。
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主主ほ優秀な る把 頭の心を把む事が作業の能率向

( に資するばかりで無く 、優秀野務者確保の黙に

ふ J』る所大友るは、今夏 l喋々する迄も無い所であ

る。' それは、 勇将 の下弱卒無しと謂ふ如く 、有能

なる把頭の下には必然的に素質の勝れた努務者が

崎集するからである。

3. 結 語

以上述べたる外、 是等努務者の特異性として 、

迷信、賭博、 盗癖等々封策を講歩可きもの種々あ

るも 、要するに 、此種5事務者は質的に甚だ低く量

亦需要に感じ切れね現燃に於て、彼等を指導すべ

37頁よリ繍< ( 麹築と防空展)

命、本 /1建築と 防空展11 開催の蹄係部舎下記り

如し。

記念事業建築と防空展部禽( 本部委員〉

池 田 質 樋 口 辰 太 郎

古 壌 正 治 桐 本 楠 雄

小 林 清 松 久 保 敬 三

松 本 儀 八 寺 岡 員

中 西 六 52 薮 中 一 良

若 山 施 人

第一部曾 ( 住宅防空〕

石 原 達 偉 道 岡 泰 治 郎

矢 田 鶴 菰 笹 岡 美 代 吉

第ニ部省ｾ Ｈ者 ｉＱ 市防ｾＩ

池 間 宮 彦

増 井 敏 克

竹 内 佐 平 治

的 場 浩

西 深 藤 生

小 川 正

吉 岡 央 郎

開 富 E 治 山 本 準 次 吉 田 信 武
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き立場にある日本人建築関係者は 、彼等を如何に

使役せば仕事を能率化し成果た向上せしめ得るや

を絶え歩考究す ると同時十亡 、常に満洲困構成の有

力分子たる彼等の文化の昂揚に努め、以て満洲建

築界の進展と 、日 満民族の協和は貢献する 所あら

ねば、ならない。

是がた め満洲園の建築界に進出せんとナる者

は、組頭、大工職に至る謡、良く大圏民たるの襟

度と 、指導者たるの識量とを備えたる者、叉備ふ

可く努力し修養せんとする熱に燃えた者であり度

いのでるる。
( 筆者は 大阪府苦手察部建築課)

第三割曾 ( 建築的防空〉

川 勝 健 二 錦 田 直 一

7K 本 正 夫 寺 岡 員

第四部禽 ( 防空資料)

板 垣 精 治 郎 的 場 十告

若 山 旅 人 藤 田 令 三

第 五 部 曾 ( 協 合一II -ii. 年記念展)

尾鑑消四 ｮｾ 基 康 文

宵 崎 春 夫 ノj、が 泊二

商 .瀬 初 夫

大 丸 側

菊 地 庄 太 郎

横 見 幹

塚 本 猛 夫

川 勝 健 二

宮 田 秀 穂

企霊部長 常 崎 恒 =三郎 其 他

( 尾 総 記)



建 築 と ジ ャ ー ナ リ ズ ム

は し が き

ゐが聞に於 ける建築とジ ャー ナ リズムの胸係に

就てとかし く考へてみたいと 思ふ。

科翠: とジ ャーナ リズムの闘係陀就ては従来歴々

論評せられたが、建築とジャーナリズムに就て特

に論じたものは殆んど見常らない桜だ。

それは現存迄の所、わが閣の位築がジ ャーナリ

ズ ムから見て拒ｾめて繊弱主主存平 ｈ て過ぎ主主い事を表

明するものであらう。今や武力戦に於て，も 文化車t

k 於てもず，停が重要主主役割を果しつ L ある 時. 県・

して今のま L でい L でるらうか、何うか. と云ふ

耕 存f 吟味し併せて将来への考察た試み様と 忠ふの

である。

( 1) 過 去 の 吟 味

「臼木の建築は新聞紙上で、如何なる重要さを有

してゐるた、らうか ? J 是は舎で昭和 8 年陀 来朝し

3箇年宇に わたって日本に滞ヂF . したブルー ノ・ タ

ウ トが昭和11年の木誌新年蹴に「建築と制; 合」 と

題して護表した論文の書き出しである。

此の論文の内容に就て搭陀詳述する徐裕 を持た

主主いが、タウト は此の論文の中で彼特有の輯快 走主

皮肉と譜誼を交へつ い 営 時 の 日 本 の 建 築 家 陀 封

し極めて率直友批判 を下 してゐる。タ ウ トの眼か

ら見ると 、 日本の建築家の枇命的地位の低 い事や

幼稚 な技術、拙い審美限等が残念であり 、歯痔〈

思 はれたに蓮ひない。彼が熱愛した日本の秀れた

風土、古美術、古建築に封ずる態度から考 へ る

と、ょb、々 行き過ぎた様tて思はれる彼の毒舌も決し

で憎み得ないものなのだ。営時の建築技術者達は

自己の立場陀 闘 してしきり陀不王子不満を訴へてゐ

たが、それはタ ウト の指摘した所を主要書きするも

のでるる。その不平不満と云ふのは

(イ ) 建築家の枇合的地位が低い。

安 孫 子 雄

( ロ〕 建 築 技術者 ｦＧｃ ｾ Ｑ する待 遇 が惑い。

( ハ 〕 建築家 ( 或は技術者 J の仕事に櫨威が 友

いぐ換言すれば色々 な制限容燥を受け過

ぎると云ふ事になる)

( ニ〕 請負制度が悪い。

等々であって 、是 を兵照的に云ふなら ば、先十

建築家の枇 合的地位の低い一つの質例 として建 築

士法案の j伏態を事げる事が出来る。

日本建築士法案と云ふのは 既に20年も両II から日

本建築士合 ( 公認陀るらi " ) f ' C依り 提唱せられ、

iillj 来幾多の改訂 k 経て大i E14年の2布団議合以後再

三再 凹マｩｊＧ 閣議ｾに提出せられたものである。

途に昭和 4 年 3 月の第56議 合及昭和 9 年 3 月の

第65議 舎には衆議院を通過したにも 拘 ら歩制定

の運び陀至ら歩、更に第73議舎も無震に過ぎて了

った。他方之と同型の法案である 鼎護士、法、構理

士法、計理士法等の諸法案は 既ーに早くから制定費

施せられてゐるのは何う 云ふ わけであらうか ?

元来建築士法案と云ふものは 、建築士の職務上

主主守すべき責務を 明 らかにすると共陀、iii t 合一般

に劃し て建築士の地位 命保設するものであって .

是あってとそiii t. 合は安心して建築士を信頼 して仕

事を委ねる事が出来、建築士も亦自 己の地位を確

保し得 るものである o

是が制定せられな い原因としては色々あら うけ

れ共、そのl f x : も大き友原因のーっとして一般枇 禽

の建築に劃する認識不足を傘ける事が出 来 ると

思ふ。千戸とく言へば建築家の仕事 K 劃する 一般 枇

舎人の認識不足或は無理解 と云ってもい L であら

う。 此の事は先に述べた建築技術者の不王子不満

( イ ) ( ロノ( ハ) ( ニ) すべてに共通するものであ

って、一般1M:合が 建 築技術者に劃し て無玉虫解 友る

が放 に、建築技術者は厚遇されないし 、仕事に就

ては不必要主主迄の干渉た受けねば、えにらえ主い し、或
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は腕を振ひたくても自由に振へ主主い様に騒々の製

肘 を受けねば友 らないのだ。

建築士法案と 同じ様に生みの悩み を続 けてゐた

ものに土木建築請負業組合法案がある。 是 は日本

土木建築請負芸能聯合舎が主躍と友って 、同法案の

研究と制定貫施運動をはじめてから 既に相官の年

月を経過したが、電気言葉組合法、鏑業組合法等が

早くから制定されてゐるにも拘ら 歩、同法案のみ制

定され友いうちに支那事・賓となり大東亜戦宗と友

って了った。土木建築請負業者側からは極め て安

営と思はれる 此の組合法案が採用せられ歩十亡 、何

時主主も 不合理主主競守入札制度其他の| 柄習に依り血

みどろの苦闘を観けねば、友らえ主いのは 、言葉者聞の

不統一及相削等にも依るが矢張り業者に劃して祉

舎が無理解でるり おも ひやりを敏いだ馬でるると

言ひ得るであらう 。

以上の如く考へて来ると建築を職業とする人々

に劃する一般枇舎の認識不足と云ふものは想像以

上陀大であって 、是が震に我が閣の建築の進展は

少なからす、阻害せられてゐたと見得る様である。

グウト は此の事をよく 知って居り「新聞や雑誌

に相手にされ友い 日本の建築は 、一般枇舎の 闘心

外のものであっτ、そとに枇舎の無理解及不認識

に基く建築家の冷遇が もたらされるのもまたやむ

を得ない」 と言ふ事を示暁してゐるのである。

( 2) 現 在 の 吟 味

タウ トが日本 を去ってから満 6 年を経過した。

( そ の問、タウトは昭和l 4 年に トル コで逝去す)

試みに日々の新聞及月 刊雑誌( 建築専問のもの

を除く 〉を見て みると、建築に闘する記事は殆ん

ど ｭｾ いと言つでも差支 へ 友い 位で るる。 此 の事は

6年初] と閉じi伏態であると 言ひ得る様だ。

従って建築家の地位、待遇、機威が以前と同じ

犠に低いとしても別に不思議な事では 左足く、建築

士法案は制定され主主いし 、土建請負業組合法案も

制定せられた と言ふ事 堂聞かない。

支那事: 賓となり大東亜戦宗となって 、土木建築

が重要産業である 事 は一腹認め られたけれ共統制

舎が組織 されるのは今の廃何時の事か分 らない朕

態でるる。戦時下に於て建築の重要性は認められ

たが、それはるく 起も従属的主主ものであって 、戦
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王手1途行陀必要注生産方商に於ても建築技術者の立

場は依然として補助的主主ものより 一歩も出てゐ友

い。例へば一つの工場の建設に於て 、計霊の中植

は機械技術者共他工場の生産能率を直接指導する

人々に依って進め られ、建築技術者は その命歩 る

ま与に建物の設計及建設を 受け持つ陀過ぎ ないの

である。たとへ多くの不正f- 不満が あっても是をヂ

ツト抑へて 、規則で締め られ統制で巌し く制限さ

れつ L も建築技術者はrll点字lて勝ち抜く震に仕事: i ' C

遁ひまくられてゐる欣態 lモるる。然し乍ら今は各

人が以前 の何倍かの仕事をせねば友らない秋なの

だ。各建築技術者が最大の能力を琵揮 出来る綴主主

心的並 に物的環境を作らねば、ならない秋でるる。

内心に不王子や不満がるって何 うし て此の重大友責

任をよ起す事が出来るだらうか 1

融ってよく考へて見ると 、一般枇合が建築i ' Cf.t  

して無迎解であり認識不足で遣うると言ふ事は 、結

局建築家の責任である事が分るのである。建築家

が自 ら進んで、彼等を 指導し感裂してゐたならば、

彼等はもっと正しい認識を持ち建築家の仕事に徹

威と自由とを奥へてゐたであらう。 即 ち一般jjj仕合

人の建築的教養を高めてやる事が、建築に1討す る

正しい認識を奥へる事と友り 、従って建築そのも

の L 向上に寄興す る所も極めて大とな るわけだ。

然らば虫11何にして 、一般枇舎人の建築的知識を

感裂すべきで、あらうか。是は甚だ困難な問題であ

るが . 共む一つの' f f 例として科撃とジ ャーナリ ズ

ムの樹係に就て者ーへて見どう。

我が閣の科謬z者逮( 主として自然科事者) が象

牙の; 培を出てジャーナリズムへ勇敢に進出したの

は今からさう 古い事ではない。たしか昭和11年頃

ーには「科診ペン」 と稿する 雑誌と共の他一二のも

のがあったに過ぎ友 い筈である。その頃はまだア

カデミツ クとジ ャーナリズ ムの封立 してゐる 時で

るり 、ジャーナリ ズム へ進出する 自然科事者逮κ

は茨の道が説いてゐたに蓮ひない。

然 るにその後僅か数年を経た今日 の欣態 は何 う

であるかと云へば、科撃を主題とする月 刊雑誌、の

種類の多いのに驚く程である。是等科皐雑誌は建

築とも 関係があるので、本屋の庖頭で我々 の眼に

燭れるものた列記してみると 、生活科率、科奉文

化、 科般の日本、科準朝日 、科感，I[! ! )潮 、日本科夢



科 J} '・主義;工来 、科ゆ技術工業 、科与しLLlai 報、圃解利

率 、海 洋の利率、等 々共他航宰闘係のもの迄加lへ

ると質陀彩しい主主K 達する。jL 等の雑 誌の内 陀は

営利木位と思はれる感心出来ないものもるらうが

大胞に於て園民の科率的教養を高 め或は科事する

心 を魯殻するのに 一つの役目を果しつ L あると 言

ってもよいでるらう。そ して、 単に雑誌のみに留

まらでや新聞紙上に於ても 、多 くの科率的記事が讃

者 を啓鼓してゐる のであって 、是 等が 直接間接に

園家の園防及文化方面に及ぼす影響は決して韓l頂

出来ないも の友のだ。故に、腎皐者 を中心にし て

博物 ｾｦ Ｚ 者 、 策象事者 、化 皐者等が象牙の ［ 塔を出て

ディレツタン トとして通 俗的な科J養護物 陀筆を取

る篠陀友ったのは 、 最初は色々の批苦 ｦｾ もあった が

現ギドではあ る程度の成功を認めるべきであらう 。

最近 全 白木科製技術園開l儲合合では技術院と 共

陀科皐専門月j 語の撰定に着手 した様である が 、九

つの専門部門陀分たれた撰定委員 合の中に第 5 蒋

自に土木建築が指定せられてゐる。之は建築陀も

多分十ζ 科 a恥性が ある事: を認めると共十亡 、科身}，技術

より比ても辿事長が霊安・1主位 置喜三 点めてゐる事が 分

るのである。

然し Ip ら前記各科事雑誌の内容を見てみると 、

建築f " L IUi lする記事は極め て少 くホ ンの申課程度に

記載せられてゐる ｋ 過ぎ主 主い。更に ｮｲ ｾ を 時じて 、

主ｊｬ築専 門雑 誌を眺 め てみるに 、 その翠々たる ｾｔ は

今夏言ふ定も主主いであら う。我 k が;4">: 犀で、需め得

るものと言へは、、rrr位 梨、住宅、j ' !) l、建 築1世界等

の数種類に治空宇蚊年前と比較しでも 一向に明}J II

して居ら 友いで率 ろ減じてゐる綴に思 はれ忍。建

築 専門雑誌をその読者唐十と依り大別すると次の三

つ陀分けられる様だ。

( イ〉 建築技 術者 ｾ 封 Ｑ 照とナるもの

( ロ) 一般枇合人 を割J !Hとするもの

ひ寸 前二者 を粂ねてゐるもの

建築と 『止命、建 築雑誌の如き は ( イ) に該営し

建築技術者でるる舎員 を護者と す るが故に 、その

専 門方 商 lモ於て奥深く探究を進める特殊友編輯が

姿求せられる。 (ロ 〕は建築技術者以外の一般世

合 人を讃者とするものであって 、程度は低く ても

正 しい建築知識を段強する鵠陀興味本位でるる事

が必要だ。此の腫の雑誌は現花殆んど 見 首 ら な

い。 住 宅Wl等 は住居者ご主開止 して ( ロ〉 に設常す

る如 く比へ るがそのねらってゐる防i は半ろ( ハ )

ｋ 近 いであら 弓。新生Ｚｊｬ築 、 ｾ築 ｉｬ ｴｾ の虫 ｮ きはＨ イＩ

を主と して、幾 分 〈ロ) 寄:}J II 味し でものと云ひ得

る畿でるる。

何れだしでも 、ジャーナリズ ムの領域 に於 ける

建築の現欣は 、質的にも吐的陀も全 く貧閣の一語

陀悲きると 言ふ事が出来ゃう。

( 3) 今 後 へ の 期 待

ジ ャーナ リ ズ ムはそれ自 ｾＱＧＡＧｲ イ専性を多分 に 持 っ

てゐる 。従って ジャーナリズ ムと 'f i停 とは切 離 し

て湾へ る事の出来友 いものであって 、 ジャーナリ

ズ ムの善悪は結局そ のず;" 体性の幸子惑に 由来するも

のである。

我が園に於て 官: 停の重量E性が極めて痛 切 に考へ

られたのは 、支那事費がはじまってからの事だ。

元来 日 本 人 はr¥' 停を 好 ま主主い性質事三持っ て おり

自己の信歩 る所 を唯蹴々 と賀行ずればよいのだ、

と言ふ風主主所が極め てばi-i 子である。之は日本人の

lド!j' 性の一つである様だが、往々にし て仙に呆ぜ ら

れ易い。支那事饗の'新 刀、我が帝閣の買ーなは支那

及英米の震に大いに否 曲し て宣傍せられ、図際的

に甚だ不利 主主立場陀這ひ とまれた。そと で日 本の

ｬｅ しい立場及賢際のｾ｜員 局 を強表し敵閣の 謀 略宜 ｦ 存

在粉 砕するの必要に迫 られて 、日首l' n12 'r. p 9 月に 内

聞情報部が腕大強化せられ、夏 作H日午n15年 8 月十亡

は情報局 として組め て強力 ; な陣字予が整へ られるに

至ったのである。情報局が何 K 依って' 正体するか

と言へは、、主と 1/ てラジメー 、料品目 、索 開 、11' た由、

演劇、 レコード 等であって 、笠j 外的に敵のデ マ妖

粉砕す るs 陀l' I ラジオがi誌も ifiFHせられ 、I"1内 的

陀はラジオ と共陀新|湖、雑誌が誌も主安定主役割 を

占めてゐる。大東亙戦争制服以来の大l出来 が もの

た言ひ割敵宣停戦に於 ては 、常に米英}昨のデマを

破砕してゐる が、今後情報局 として劉 内 的宣体化

待々 力 を入れねば友 ら主主いであらう。 即 ち思想 問

題 、政治問題、戟況等が封内宜体と して: w.m見せら

れると同時化 、科率、準術 、文容等が 段殻宜伸と

して重要視せられねば友 らぬのである。之等は皐

党執需陀 IJj l ち抜く震の強力 主主態勢た築g - 上げる必

然的主主宣停である O
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此の程事務宣俸の 中に於て. 建築は果し て如何た

る立場者三保って行 くべ きであら うか。 此のととは

結局建築 を職業と す る人々 の今後の動き陀依るも

のであらう 。段稜宣俸 をす る事が園民の建築知識

売高め - ｝ 震は 建 築技術者 の 技能 及 地位 喜三高 め る ｾ￧

K 役立つ 主主らば、そし てそれが園家の園防にも 貢

献すると 言ふ事であれば、建築家に罰して積極的

に瞥強宣停を ナ る熱と力が望 まれるb けだ。

戦時下最 も重要で るる 生産拡充陀先十必要主主も

のは建物であ り、園民の躍位向上及厚生方面に於

て第一陀着 目せねば、な らないのは住居及厚生施設

の問題で ある。更に海外占領地並に新領土の経営

化常り先ヂ復活 し整備せねば友らないのは建物で

るって、新領土の民心 を安定せ しめ帝閣の恩威に

光被せしめ るf誌にも住居共の他建築物が先歩考へ

られなければ、主主 らないであら う。

今と そ 日本の建築家主主が従来の従嵐的立場を捻

て L 主動的立場に立 ち直るべき絶好の 機 合 で あ

る。

今迄tて述べた所に依 り、建築家が進んで、ジ ャー

ナ りズ ムへの進出 をはかる事が有 意義で、あると共

陀、今後此の方向に於 ける強展を期待し得 ると思

ふ。勿論之はたゆま古る技術 の錬磨、建築美への

民寄与え主探究 を前提と して の 事 で 友 け れ ば た ら 友

レ、。
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飽遣もその民の目 的 を見失は主主 い 限 れ 科皐陀

於ける 如く所謂大家 も中 堅も 新進 も、すぐくてが進

んで筆者三 取る事とそ主主ましい事主主のだ。

弓たに是非期待 したいのは、正しい意味の建築批

評家 ( 叉は建築評論家) 及び秀れた建築ジャ ーナ

リス トの出現でる る。

我が閣現花の建築批判程不徹底で不見識な もの

は友い。建築専門家の批評ら しい批評 を見ないに

も拘 らすヘ建築の門外漢である 所謂文筆業者( 文

与者、文勢評論家の類) が 、聞きかじり読みか じ

りの智識で建築K 闘する批評或は感想 を新聞や雑

誌に稜表してゐるのを屡々見かける事がある。之

等の内容は取る陀足 らぬものであるが. i護者が建

築智識の乏しい人々であるだけに 、その悪影響に

就ては充分、考慮せねば主主ら泣いでるら う。

建築ジ ャーナリス トは、外に於ては陸海軍報導

班員の如く現地に進出してその筆を以て使命の達

成を期し 、内tてるつてはl I 'k茜監替が俳優を巧陀使

ひとなす如く 各建築家の特質K 膝じ遁営危:題材を

奥へて執筆せ しめ所期の効果を殻揮 す る の で る

る。

か L る秀れた建築家ジ ャーナリスト が職業的陀

も安定し 、国家の要請に民主へつ L 大いに進展する

事を 期待したいと思ふ。 ( 17.10.30)

( 筆岩は株式令荒土中島組勤務)



技 術 者 と 錬 成

現下生産力昂揚の段大に要請される秋に営り傍

動力に闘する問題の生産的友取上げ方に於て技術

者の錬成が強力友 るものとして濃度を 加 へ て い

る。 技術者とそ生産面への根幹ともなり原動力に

外ならねからであり 、今日の緊迫性と重大さを有ー

する新局面に直面し技術者のその量その質を 如何

に右IJ り出し編成するか Y 前聞に押 I: l : ¥され生産・力健

化作用をそれが現定し得ると 言って差支へないの

である。

然し て草花吾々は前棋の将兵陀劣ら や命 を投げ

だす党I舌はでき ている 腹 を切 る策持で仕事を仕事:

K している精紳ー到何事か成らざらんのお! 週間で

現妖が打開で、き腹を切ってもらって問題が解決で

きるとするもので友く 、刻下の重大なる問題の解

決には考へて考へて考へ抜きばらばらの力弱いも

のは組合せて強い大いなるものに作り直して戦争

と建設の途行K 園家生産が凶滑に動き続ける様主主

不退轄の決定: と歩手作を必要 としていると す るもの

である。

技術者その育成その錬成とそ生産力昂揚途上に

於ける一つのキ イポイン トとして、より深い含者

十て於て把握されねばならぬのは錬成の目的とそ強

鞠怠る労働力を以て生腕花賞るとととれであるが

ため陀外ならね。と与 に技術、技術者十てつらなる

母臨として場として技術者梢紳が浮び上ってくる

のである 、特 lて生産力昂揚のために技術者・精桝lー

勤労精利iが優位性を有するととを努働科県は明確

にそれを示して居り 、技術者戸の「荘るべき姿」そ

とK 錬成の目標を究明するととが肝要とするので

あ冶。

指導者性格の革新

ぷ 近 現賀 ＨＺＱ 守 ｬ て姿を見せている ｾｷｲ Ｎｬ，ｬＮ鈴働力 Ｈ Ｑ Ｉ 不

足 、低質化の離脱でき主主い症候、生#lii を中和する

かも会uれない危険性と共に米英 の生産聖戦は陪倒的

回 中 1繭

I' C 吾陀| 鼠まんとするを見ても 此の図の技術者たる

ものｾ 1 人として奮起せざるはなく 、生械 を阻む

ものを E しく捉へ理解し綿力戦力 の強現のためと

の蟻烈なを閣際戦 に勝ち抜ー くとととそ皇園民たる

吾々 技術者の責務で友くて何であろう。

国家存亡の決戦に 1 憶園民火の玉と燃え挺身す

る時真にその一家一投足が閣家的意識と使命を 身

近 に髄得しつ L ある 切貰さとそ、技術者挺身の喜

びに外 ならぬのである。之の技術者をして異に技

術者たらしむる に向低迷せる 事業場一一 経f著者一

一指導者を含むもの L 清 澄化 を兵組したいと 思ふ

のでるる。先頃全圏一斉に陣頭指揮と言ふ指導者

と却j努 者の不隊一躍性 を強調されているが、残 存

せる自由主義的粉臭は利潤のために技 術 を技術の

ためにのみ技術者をと動員再編成する側面を用意し

ている向きを少しと しない。今 日遣の自 由主義 的

還境の下 に強展した事業場は過去の時代には大い

なる功績を傘げたとして現在のi伏勢に於 てはその

存在は許さるべきもない. 利潤を原動力とする自

由主義生産は限られた期聞に一定量の軍需ずら ま

かない得友いのである。

事業場の意志、が徹底し放いた めに生産力 を阻害

していると度々言はれる程、今日の事業場は努務

者を含めた技術者の錬成については受身である。

錬成のための錬成では友く 即 ち技術 者の鉢成は

事業場とそ 、その主たるべきもので友ければ友ら

ね工場が道場でなければなら十・指導者 ー経後者

vc とそ錬成がるるのでは友かろう か、 個人主義

的自 由主義的超克 とそ、そとにあると 思ふのであ

ー，

会) 0

指導者 と言ふか職場を廻って陣頭指揮と名f け

られるものなれば簡単なるものでるり 陣頭指揮と

言づて「ハム マアー」 を共陀ふるって助努精神が

振起され到j 勢 と戦争: 完途の有機的完聯 を現場の生
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々しさから鰭得 でを得 るとずれ ば生鍬は苓易の筈

であり 甘 いものである。努務者の鞍 時生活指導者

として技術者が努務者 との人格的結合を 強化 し! OJ

努の有する徽喜を 園家的に考へ図7] の消長 に力を

持つとして職域奉公に遇進するとととそ過去に 於

ける 不可能 を可能 友らしむる捷径であり且つ鈍化

作用をもっ生撒障害 K も生産力を確保すべき 責務

途行の姿ではある。

然 しながらその技術者 をして、之の「在るべき

姿J I'C位置せしむ るとととそ肝妥友のでるり . と

とに事業場の錬成、新 しき 性 格を事業場の中 l乞経

瞥者一指導者の 中に打宣 てるとと 、指導者再教育

再編成性格む革新の招来 を思ふもの切なるものが

あるのである 。之は事業場の指導者 だけに止ま ら

す技術者を制作する枇界、 数 育界、技術畑. 何れ

を妻えって見ても問題は伏在すると 思 はれる。 知見

の銃剣1せる数授の何年 も同 じノー トを繰返し枇 界

事象を疎 にするととを主昼間であるかの如き特異 な

信仰 を保持 した り、阿 訣追従的な 内職を宜ー践だと

得 々する 敬育人の尚 一部国阻主主る存ヂEは技術一一

技術者錬成を 阻 ぐるもの弱開化するものであり 、

之等事業場、 経営者、 指導 者 の 商j I'C 7凶濁せる個

人主義的自 由主義的臭味 を除けるとと闘家性 を頴

揚 し園策に沿ふ 自主的活動腫制 に組境へ る所陀刻

下喫緊の問題は第務 者技術者錬成と共陀 内在し此

の後 にとそ陣頭指揮の言葉や態度がぴったりし 、

は じめ て貫 を結び花咲 くと言ひ得られるのであろ

う。

で友 くては真陀一丸となりて火と燃えるととは

権 めて閤維なる事柄であり 、自主的活動開とし て

の貿イ買はとの貰現な くして線底から ゆさぶる様な

総! 力強糊 は期す ると止は‘ むさ充足いと 思 はれ る、 シj

論 吾々は 労 務 ｊ ｴ Ｑ ｌ イ ｾ ｉ て就在 、 ども教 育Ｄｊ ｦ 開稿 ｉｊ 化、 利

率新間制に就きーても、すべての i; 陶. か ら性急: 的K

鞍争: 目的陀 向って大方の努力 と愛情が現 陀護芽し

つ L あるた見るが園家的意志を事業場の自 由;立芯、

陀先行せしむる此の組織的な事業場経営者指導者

居の鍛成訓練 とそ之の7状態に於 て確しかに澗自な

るE つ凱切 なる棋を打込む もりだと 謙 蹴に申した

い。 見め て言へ ば現時に感せーられる 械 i的は技術者

の努力に依る 快ではな くて有能 にして目標の i l し

い指導性の紋如だと思 はれ根本的左足るは11日人の企

X II 1 8  

業経告まに到 する 思考 性格の徹底せる革新であると

言って言ひ過 ぎでは友いと 思ふ。

技術者の地圃

日本科皐技術の剖期的飛躍 は科捗技術者はじ め

全技術者の協 力 lて待たねばならぬととは自 明のと

とであり 技術交流技術の公開技術の定準化展示等

を出殻貼 とする日本技術への要請は今日では草花

技術 一一技術者自身の課題として解 明 し得 るもの

でなくi E l ' C政治力に 希求され左足ければならぬもの

である。 時代は技術政治行政化 を要求し積極的友

る計劃経替を求 めている。大東亜技術閤 陀於て活

動する 技術者の民族的技術宜地を 思考する 技術ナ

る開拓士でな くてはならぬ筈でるる 、同 じととが

生産力昂揚に就いても 技術者の 「在るべき姿」 と

してのな志精紳の問題が捉 えられなければならな

いので、は友いか、第務者は生産性向上 K 劃して精

l神 を傷みつけ身躍を粉にして鞍っている 技 術者は

百の説書より も鞍陣訓を暗じながら職域ボ 公に牧

と々 して附j げんでいるのが現献である。疲努が烈

しかろうとも残業徹夜が述観しようとも弊務者を

含める技術者は艇 と精神のつ どく限 りーにも 二 lて

もi曾強の道を歩ゅんで. ゐる。 献 をふりむく 隙 もな

いき び しさの中に民直な道を歩ゅんでゐる。

国家的商 に把握される生産力 i曾強はE 陀政治力

に捉え怠ければならぬ今日の時代では友いか、努

務者十亡技術者陀地園 を奥へるとととそ急: 務ではな

いか. 此のよ也固 とそ徒ら K 濁( i 1J を叫-び現ff l'C則 し

ない言融制: して生産忌: 慾を氾喪せし‘ め生産技術

の振興を 阻 ぐるもの陀劉蹴する力となるべきもの

である。地闘それは戦闘的技術者精紳である。と

と1'<: 技術者 精神 と言ふものもはや草なる 技 術者の

精紳的問題であるばか り‘ でなく 、新しき性 絡の建

設陶冶民放 た指場し 協力させ℃ゆ く‘ りと角・たねば

たら友い。国民の組織や仕事の. ヒか ム積以的左足る

軌道に手たやるものでたく ては友らぬ。輝か 1_1き精

榊の育成で、左足ければ左足らぬ。

技術者の 中陀とそ此の地闘を有った技 術者が欲

求されるのである。 技術がその技術者人格 の反 l快

でありより高い技術は技術者-のE長閑民としての決

;むと野 作山結 果ーであり 技術の高度化 は同時に技術

有の主主剛氏 としての錬成である。 訓練された技術

者とは何鹿 陀おいても 北 を指す礎石の鍛え主指向性



を持つ技術者、地園を有 つ技術 者、新しく 山出 ーす

る問題の中に地圃 を有って敢然と 掘 り下げてゆく

技術者であれそれを創出して動員し得るのが錬

成でる る。吾々の目的は勝つととにある勝ち抜く

ととにある。 技術者錬成の契機はー陀との地闘告と

￐ｩｾへる とと 此 の 地闘 をよ む ととを 教へ地圃 ｬ て依り

歩み出し地闘に依り作鞍 をし戦闘序列につかせる

もの陀あるので主主ければ、技術者の飢 えを充たし

今日迄の技術者の企て及ぼ友かった頭脳の再編成

ー革新を計り得るものではなく . 凡百の捷径必十、

しも捷径たらすι 言は ねばならえ主い。

戦闘的技術者a 精紳 と戟闘的な る言葉を 添へたが

今日では一切の研究 を園防生産に向け組織化 しな

ければならぬと臨時友く雪ひ切る とと が出来得る

でるらう。創造的技術は向ばねば友 らぬ。基礎的

研究は谷 々深め怠ければ君主らぬ。然し吾々技術者

K 課 せ られてゐる根本的命題は技術者精紳一般の

昂揚では主主くして鞍ひに勝ち抜・くための技術者精

神 、別 して言へば闘防 と生 産 と此の二つが交錯す

る凡ゆ る場陀於て此の要求陀戦 利化 される 技術者

世界像技術者精神で主主ければならね。とれを戟闘

的と 言ふのでるる。 戦 闘的技術者精神は一一勤努

を傘ぶ心であり吾々の職業を愛する精紳に生活基

盤をも つ ものでる も。

職業を愛する精神

時代の縛換的性格が枇舎の各方面に及ぼす影響!

の甚大さ は橡期せ られたも のではるったが現賓K

結果とし て現 はれ た 所 で は 混 乱 と 苦 難 を 露 呈 し

た。

技術 としての職業に於ても同 じ様に車事業徴用傷

病努働力 の切換へ訟はじめ園家へのが仕を要請し

巌 Ｗ 和主主 る 時代 の 忠 ｉ ｾｉι た 明 らかに し た。 然し吾々 の

僚友は誰もが 乙の身 生以 'cn¥i fへ時代の息II j zA ｾＧ 日米

得じよ語圏のi室命 ル脱 ル精紳で賭混 I> :!宅十てしよ今 止

じた。 此の後から 新し い性 格の努務者や地圃 弘持

った技術者が後から後へ育成されよう と し て ゐ

る。技術者主鈴錬除束; 成の手がかりとしては地闘- - それ

は勤5努手を耳傘聖ぷs心心職業を愛する精紳 陀j通毘す歩京るものでで

、

あり苦難 をカかゐみくメださき祭養 とする精紳でなければ

え右 ｲ 、 ら Ｒね ＧＮｊＮ］ を 如ｻ向内 ｴκ 乞 典ふ るカか ａ 地｜ｾ，占品品 ｩｩ ｜ ￥

主を- 育 -(_ι るカか孟 l'にF乞ζ 荘ると前 iに亡言つたが、，技術者錬成 立

型に飲 めた錬成によ らねばなら ぬ とす るもので は

ない。政治家が偉く て技術者が偉くな い語はない

のでるり技術 家の仕事は技術家の手に依らねば動

きださねも のであれば職業者三愛ナる精神が依けて

ゐる時に は技術者錬戒の性格組織は整備し て行か

え主いのでるる。 技術者が何時までも安んじて活動

でき挺身 しうる様た性格率邸議ーを 技術者の 中K 園民

生活面K 築き上げ、之 と技術者錬成 を結び 付ける

企圃が新しき性格 を技術者に附興する事: と友り 新

しき秩序をナT.1I・ てる事ーとなって返ってゆく のであ

る。i : のとと が如何 K 生産力昂揚に強力なる誌の

として執り上げ られ評償を受けて よいかは軍に於

ける少年航空兵少年鞍事兵の非常に効果5: : 上げつ

L ある を見れば容易陀諾し得られるものであら

う。国家の意志、を躍現する方法職業は技術者の園

家ｦＧｃｾ討する宿命的使命的世界像を要 請し園家成長

のた めに技術者精神の護展強化 を欲求する勤努を

傘び. 職業を愛する精神 とそ鞍闘的技術者精紳の

裏づけたるべきものー紐僻たるべきものである。

技術者精神を育て築上げ図家の意志に即臆する

「職業」陀於てとそ技術者は皇国民として完成し

技術者 として錬成されてゆく の、である。職業を愛

す る 精 神 -- 高い内容と意義 を持つ仕事の喜びが

どの様に技術者の熱情をかきたて振起せしむ るか

一片の資本資材努力智能の機 械的動員の速く及ぼ

主主い事買を見極め友ければならない。

青年技術者への期待

我園の技術的水準の世界的に凡て低 位に在 ると

とは残念友がら誰しも認むる 所であり生産力昂揚

は焦眉の急:を告け・更に加重して民族的プロック化

の過程は技術的鎖閣を現象しつ 1. (b り今日の技術

者陀負 はされた責務は徐りにも重大で、ある。園家

の ｍｾ 芯、に依り育てられ導かれ曇りのない目を 輝や

か し秘織 された力強い意志 た令・する青年技術家 が

大東jft ! 建設と職手1途行の生JjTi のた めに園家の; 自; 闘

する袋詰K 限りたく編成 されつ L ある。 新しき性

格 完了 持った青年技術家新I _ _ ｾｴ 也闘矛用意せる青年

技術者への期待はーに「我配 超 え て 行 け」であ

る。 裂 は賀行であ り討の議論よりも一つの賀行で

るる。 今日 の妥請する所は青年技術者に従来のノj 、

核的態度を かえ主ぐり ナてム園家の意志する所に即

臨し技術者の真面 白を護揮 する 「敢え て征く 」先

人 心 院 在超えて ゆ く寄託印ｾ と 行動 を 求め て 止まね の

台ある。そ ζ に見踏みし後退する事は 許 さ すて' 1%

「前へ」の厳粛なる援 史建設基うるを知得 し左足けれ

ばなら ぬ。1 7 - 1 1 - 9 ( 筆者 ほ三菱長崎造 船所技師)
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劇 場

d 出、

E示 銭 小 泉 嘉 四 郎

劇 場 の 火 災

亀 甲 梁

猿 若 町 と そ の 三 座

様t 場 の 火 災

「火事は江戸の華」で、あったのか、H守叉わが園

都 市建 築の恥辱であるのかは知らな いが 、兎も角

劇場を中心とした江戸の 火災史 を調べてみた 叫ナ

でもそ・の催災の頻繁で、あったととに今夏の如く憎

かされるのである。

江戸 の劇場の火災 に就ては 多く の記鋒が造って

ゐるが. それらの代表として江' 戸放古の歴史 を有

つ 中村座を 例 に採って検討してみ るとと L し よ

う。 1624年 ( 寛永元年) 狼若勘三郎が歌湾佼芝居

建設の儀を願ひ出て許可を 得 、中橋に常設芝居を

創 立 し て よ れ 繭 宜 町陀移り ( 1632年) 、民若II ITに

移 り ( 1842年) 、三たび鳥越町へ移り ( 1884年) .18

93年( 明治二十六年〉挺災 して以後復興せヂ途に

殿座と 友る までの 270年開花、買に45度の災耐 lζ

見舞はれてゐるのである。

第 一 国

今これ らを年次/ 1 慎に列べてみれば、

Hi 28{y三

1640年

1657年

4月 8 日

10月21 日

1月18 日〈明暦竺年)

本発1>丸 山本妙寺より出火し たも.の で、芝浅草へ

までも延焼、死者卜 lti 像 、俗に 「援 1111火 事」 と

して名高〈 、市村 座山村座も共 に焼失してゐる

1660年 1月14 日

1661王手 10月28 日

1676{ p 12月26 日

1679年 5月29 日 ( 延費七年〉

土井町人形芝居大坂七大夫座よ り出火。

1682年 12月28 日( 天和二年〕

本郷駒込片岡了より 出火、 歌舞伎劇で有名な 「八

百 屋 お 七J の放火に よる 火災。

安 政 大震災の闘

安政大地笈の直後、 1855年 10月 13 臼軍基干IJ の瓦版に載せ られ た江戸

権災の開。右遂に殺恭'田丁の三 H(:. i) ，災上 してゐるのが見ら れる。
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1683年 12月 G日

1698年 12月10 日

1703年 11月29日( 元検十六年)

震災であって、中村座の他に市村、森岡、山村

河原崎の各鹿悉〈焼失 して ゐる。

1706年 1月14 日

1707年 3月初日 、 11月初 日

ζ の年 3 月と 11 月の二回も椛災してゐ る。

1710年 12月19 日

1713年 12月22 日

1716年 1月11 日

1726年 11月27 日

] 746年 2月29 日 ( 延 享三年)

機災後、屋根は瓦王手、外周は塗墜となす。

1756年 1月14 日

1760年 2月 G日

176G年 2月29 日

1772年 2月29 日

1781年 1月 8 日

1783年 10月28 日

1786年 1月22 日

1809年 1月 1 日 11月13日

ζ の年も二回焼失。

1813年 11月29 日

1817年 1月12 日

1825年 12月19 日〔文政八年)

ｾ 屋町人形 芝 居 結減 孫 三 郎 道具物置よ り出火 。

1827年 1月 3 日( 文政十年)

市村l!l!: 三階より出火にて類銭。

1829年 8月21 日

1830年 12月22 日

1834年 2月 7 日

1841年 10月 7 日( 天保十二年)

自火、 楽屋より出火、ζ の火災により 時の送中

水野越前守忠邦より江戸の芝居は三座共浅草翠

天町 (後の猿若町) へ移悔すべきやろ命ぜら れ

た。

1854年 11月 5 日

1855年 10月 2 日( 安政二年)

所調安政吃大地震に困るもので・、三芝居共に 鎗

失してゐる 。 (第一間参照)

1860年 8月27 日

1864年 4月22 日

1875年 12月 ( 不詳日 )

1880年 12月31 日

1882年 1月23 日( 明治十五年)

自火、

1885年 1月 3 日( 明治十八年)

自火、中二階よ り出火す

1893年 1月22 日 ( 明治二十六年)

焼失後断絶す

以上列記した如くに、甚だしきは同ι 年内1' L 2

度 も 繰 災 し て 居 れ 最 も 好調の時期をと ってみて

も連続23年間以上は災耐を免り 得 て居ない欣態 で

あった。 今 ζ . l . 1 ' L とれらの平均を算出してみれば

丁度 6 年といふ数字を得る。則ち中村康の劇場建

築としての卒均使用誇命十字六ヶ年. 若くはそれ以

下 であったと確定出来るのである。

往時如何に簡易建築で、あったと云へ. 六年毎に

劇場を修築してか L らなければ友らなかったと す

れば、との一事7ぞけを以てしでも、芝居経営が如 何

に附維な事業で るったかも了解されるであらう。

然 しなが ら上の催災年表を仔細に検すれば、、中

村座自 身よりの失火陀因るも のは1841年、1882年

1885年の 3 j牛のみであり 、それ以外の40録件は悉

く他 よりの出火に因る類焼であるのを識り 得 る。

中村座 自身 よりの出火が1840年以前までに皆無であ る

のは一見奇異に，感ぜられるかも知れないが、とれは江戸

末期に至るまで芝居興行は主として壷閣であって、照明

用の燭火を 用ひる要が砂かったためであら号 。

自火に因る 3 件は己むを得歩とするも 、類偉陀

悶 る ＴＰ ｾ 余件の責任の大牟は寧ろわが園建築構造の

有つ木質的紋陥に蹄せらるべきでは友からうか。

若しわが閣の都市建築の主腫構造が耐燃性難燃性

の もので あったとしたえ主らぼ. 一劇場建築の誇命

6ヶ年と 云ふ無法な数字は準かに延長せ しめ得た

ととであらう。

江戸劇場の火災 は現代に於 ても われわれ建築 家

K 劃して示唆する庭が多い。

亀 甲 梁

頻々たる :，w災によって改築末改築を絵儀主主 くせ

しめられてゐた劇場経替賞事者にとって最も困惑

する問題は 、劇場問、口十間像K 架け渡す大梁材喜三
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如何 十と して入手 するか と云ふととであった。 ( 江

戸後期の劇場建築は 、屋根荷重を支へ るため梁行

J j 向に 3 本の「牛丸太」 と構ナる丸太梁を波し-c

ゐた)

殊に安政大震災 ( 1855年) K d ' < 憧に蹄した猿若

町の竺座を改築普請するに営って 、催災後の江戸

中の材木問屋には犬梁材は見常 らす示、遠方の山か

らり伐出して運んで来るにはその費用が英大よな

るりで. 太夫元 I-;;t: 劇場の復興に全 く行き倒んで、ゐ

す亡n

との難 問 題に封廃して 、 市村 ｾの大 道具 の 棟梁

第 十一代長谷川勘兵衛 ( 長谷川家は江戸劇場の大

工大道具方の棟 梁 として代々停はる名門である)

が「亀甲梁」と稽して始め て組合せ梁構法を工夫

し、明快なる解決を奥へたのである。

第 二 園 亀 甲 梁 の 圃

豊亭芥子編集「花江都 歌舞 伎年代記績編 ｊｾ 之

参拾より。

XII 2 2  

則 ち、とれば 14木のノj 、梁を組合せるととによっ

て夜来の 3 木の大翠梁に代へたものでるり 、桁行

材と |川隅の燈材とのなす六角形 の 型! より「議トド

梁」と命名されたものでるる。

現在「亀甲梁」については上掲の園が識られて

ゐるのみであるが、とれによってみれば、組合せ梁

とは云ひながら未だ力感的には トラスの慨念に該

常するには茶らや. たど部材の組合せによ って荷

重を持ち送ったと云ふだけの ζ とであったの

然しながら 、 とれだけのととでも営時ω建築構

造技術として はL EK制期的進歩ーであれ劇場は建

築界の尖端を行くも のと して他のあら ゆる建築 IC

影響を輿へる庭が多かった。

さて、始めて亀甲梁劇場建築の認可申請に接 し

た幕府営局は 、奇異 なる設計園面の判断庭置に苦

んだが、勘兵衛の切なる説明により「長谷川勘兵

衛が危険なしと保註するなら設計通り持請を差許

す」と云ふととになったの

笛時の芝居道では、表方のとと なら 中村組j三良11. 建 築 "¥'>

大道具の こ となら長谷川拘J兵 衛が瀕 ひ rl¥れば大縦の事は

許可が下りたと E聞はれる位 この雨者の信用は厚かった。

市村座の許可が下 りると 、1手述中村康もとれに

倣って亀甲梁建築を願ひ出た。 ( 7 とど森問座だけ

は従来通りの牛丸太で建築した。〕

新事者五造法による劇場は蛍時江戸中に大評判とな

れ 翌1856年 3 月市村座開場の時の呑附には 「亀

甲梁」の輸が掲載されたりさ へした。

前にも記した如く . 組合せ梁構法「勉甲梁」は

江戸末期建築構造法の一大飛躍であり、それは日

本建築歴史上に太書し て記録 し置かるべ き事項で

あるだらう の

猿若町とその三座

江戸末期の劇場制沼町の大田告と 、共廃に在っ

た江戸の三座( 中村座、市村座、河原崎座) の模

様とを記さう。( 河原崎座は 1864年森田座と改む。〕

丁度今から百年前の1842年( 天保十三年) まで

は、中村座は堺町t亡、市村座は葺屋町に( 共に現

在の日木橋直人形町通附近) 河原 崎 座 は 木 由 町

( 京橋巨木挽町五丁目) に在ったのであるが. 時

の老中水野越前守忠邦は粂ねて芝居の風教上に及J



第 三 園 小出僕御下屋敷略圃

「花江都歌舞伎年代記綴望書J 谷 之 十五より 、地形関 商と l ては不完全 な もの

であるが、 その概略だけば鏡ひ得られる。

重量芥子の岡裁に

南無阿瓶陀イ弗ノ碑

此六字ノ名君虎法然上人民筆ニシテ姥ガ供主主 ノ係二主主之ト云 ( 中略) 姥ノ

ー ツ 家 脅 跡 ア リ

4者 ゲ j臨

池中= ) - j - 葉ノ遭アリ 北 ノ方杉 J4: 外 樹キ森キタ H竹事長所キ= ア H如新駕跡

ナ ｍ シモ一時］喜型地 γ テ 三 戯場操ｾノ護トナリ 繁 昌ノ勝地 ト ハナ Ｙ .5{ 

ぽナ悪影響を慎れ ( 賞時は演劇の消極商のみが車L

弾され. その積極商については認識されてゐなか

った0; 1841年中村、市村雨座の韓タを機としてそ

の改築を差留め、途i乞翌1842年江戸の芝居ーは全て

遺跡の地謎草堂天町へ替地すべきゃう命じた。と

れば所調天保の改革の一部をなしてゐるものであ

る。

天保の改革は次第に衰微しゅく徳川幕府の最後の硬化

革政であったが、告主りに酷烈に過ぎ、近1佐文 化の正 常な

霊童燥をｾ｛筈し 、 都市民の生活に干渉を加へたため 、 民衆

の反感を喚び途に主主 1843年忠邦はその臓 を免ぜられるの

巳むなきに至った。

新指定地聖天町とは浸草観音の東北、 もと ノj 、出

信濃守の下屋敷で、竹薮樹木茂って幽遠と云ふよ

りは狐狸の住む寂れた荒地であって、その横手に

観音姦から槙 く姥 ケ地は鬼婆の入水 したと謂はれ

る「一ツ家 J ( 尾上家新古漬劇十種の内) り傍設

の地であった。 ( 第 3 圃参照)

何し ろ交通不便の江戸時代のとと 、江戸の中央

から麓草の東北溢などへ逐 ひ遁られると云ふとと

は、さながら 山奥へで、も 押龍められる程の感で、

首時の劇場側係者逮には大恐慌を来したものであ

った。

その頃の川柳に芝居替地を調して

1 / ' 古池へ歌舞伎飛込む水の音1 /

1/猿若町狸長屋へ底をかり 1/

1/橘と銀杏が先へ喚はじめ I1

市村座の紋は固に編、 中村座の紋は角菱に銀杏で

ある。

1/ 言語陀緒本を買って早がへり (1

新芝居町猿若町は吉原から遠〈 は陥ってゐな い。

など穿ったものが見られ る。
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第 四 国 猿誓町三丁之略園

霊長芥縮問より直接芝居関係者の家屋のみを抄記した。

前第三聞と比較考察すれば興味が深い。

第

園

江

戸

後

期

劇

場

平

面

園

五

相

側

客

席

の

最

前

列

に

「

小

一

」

と

あ

る

に

注

目

さ

れ

皮

し

。

(

本

文

参

照

)

移車事 l乞常つては . 姥 ケ 池

を埋立て附 近 一 僚 を 盛 土

し、新 た に 猿 若l町と命名し

( 第 4 圃参照) その一丁目

に中村座、 二 丁 目 に 市 村

座、 三丁目陀河原崎座を置

いたのである。( との様陀

池を埋立てた土地であった

の で 一 躍 に 漁 々 と し て ゐ

て. 芝居の奈落などは始鯵

水責めに遭ってゐたとのと

とである。 〕

との替地土木工事についての

記録を見れば

一 、地 面 有 形之 滋

右坪毅千百八坪之島惣地埋立

芦、上盛土之庭東之方土塀地形

より三尺五寸ド りに致し卒均

に置土致候事

但 土塀下三尺残ド置下水仕付

可申候尤木の根竹の根痢耳王盛

土可致申事( 仕様帳商別に有

略之)

一 、合 千七百八拾八雨也

本石田f 一丁目 伊 兵 衛
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一 、金 武千四百四拾え繭也

小 舟 町二丁目

一 、金 武千三百 九 拾三 雨 也

喜

小 網町 三丁目 岩 五

とその務負入 札金額 ま でが明確に遣ってゐる。

良5

良[1

との猿若l吋の三劇場の建築の概要は 、間口 11間

奥行21間 3 尺、坪数236:J;干5合、東西桟敷63軒 、向

桟敷10軒、 高土間東凶28軒 、平土間 120聞と云っ

た数字でるる。

とれを先づ舞牽部分から少 し詳しく観てゆ くに

舞牽正面に破風を造 れ とれを 支へて左右に大臣

柱 を設け、との雨大臣陀虫[ 梁を渡しであった。( と

の虹梁から下は 1 丈 1 尺、則 ち舞牽開口の高さ は

1 丈 1 尺 と定ってゐたものだが 、との高さ の中 lて

韓 関など脚本の要求する種々の背景を飾らねば友

らなかった常時の大道具方は随分 と苦努じた とと

でるったら う。)

舞菱明 口の巾は三座共 7 間牟であっ て、俗に木

第 六 園 川 事 国 民 家 ウ ク ラ イ ナ J l l場 舞 憂 機 構

川喜 図煉七郎氏築の 「二重廻 し」のアイデアの

ー 展開 ( ・・ 1 see all " よ り縛載〕

@ ⑪ 通勤
VAR14 ]jぬN OF  STI ( ] E 

舞牽 8 聞と云ってその聞に 3 間陀屋韓を飾るとと

になってゐ た。

廻 り舞蕎; の直径は 5 閉 その前方陀 9 尺 X 4 尺の

迫 りが設け られてゐた。

1847年( 弘化四年) 7 月第十一代長谷川勘兵衛

は、市村座陀於て三世尾上菊五郎が引退興行とし

て、 「石; 十三次 J ( 営時の醤題名「尾上梅誇一代

噺J ) を演 じた時、始め て 「二重廻し J ( ー名蛇の

目廻 しとも謂ふ ) を工夫 した。

との二重廻しのアイ デアは 勿論世界の劇場に 魁け ての

わが関歌舞伎劇場の籾創j であ るが、廻車専のアイ デア の 叢

2l . ' なるー展開 を成 すも ので あ り、 今 日 歌 舞 伎座、大 阪 歌

舞 伎 座、大 阪 劇 場、角座等にその貧際の設備と 演 出例 が

見ら れ、又 1930年に催さ れ た ウ ク ラ イ ナ大 衆 劇 場 の 間 際

競 技設計 の際の第一席首選 集 の ウ エ ス ユ ン 兄 弟 案、第 四

l市川喜 田煉 ヒ郎氏家、 ( 第六闘参照) 第八席ワルター ・

. グロピ ウス案等 々には明瞭にその影響が績はれる。

次/1:. 観客席部分の大崎に就ては 、第 5 固 に示さ

れてゐる 如く花道 と偲花道との聞の平土聞は第三

側 目より第九側 目までの 7 行に縦1' L l @: 切られ. 南

花道白タt-側に東西土問、更 にその外側 K 東西高土

間ぐ とれば 1802年 に 創 設 さ れ た 〉 が あ れ 最 外側

は東西下段敷 ( 一階健敷、 f谷にう づら桟 敷と稽さ

れた 〉上桟敷 L二階桟敷) で、固まれてゐた。と れ

らは各々 rt 4 尺 5 寸の縦 の行でるって 、夫れが横

に 4 尺乃至 4 尺 3 寸の巾の列に直切られて 5 人 詰

の 「仕切桝」を 形成してゐたのでるる。

江戸期の歌舞伎劇場は 園 を見て も判るやうに 、

木舞葺の前に附舞蓬が土聞の中へ突出 し て ゐ て

ｏｾ 若 ｉｕｔ 時代の附舞 牽の 出 巾 は Ｑ Ｐ 尺Ｉそ の 附舞 豪

の前端に幕を 引いたので¥ 東 西の桝. 桟敷が 3 間

づ L 締計18聞が幕の 中K 入って しまった。とれが

俗 i亡「幕内桟敷」と調はれたものである。 ( 観客

席の一部が引幕の裡に 入るととは . 近代の額縁式

劇場に馴 らされてしまった現代人にとって奇異の

感を抱か しめ る事貫である。 ) との中西上桟敷第

二、三聞は芝居検分に来場の幕府役人のために首

てられ*'1/乞 「御役伎政J r御役穴」と稽された。

1849年 ( 嘉永二年) I小一」と稽し て平土間の

最前列に 2 人詰の見物席がはじめて設けられた。

大阪で俗/1: . 謂ふかぶり つぎ に相賞する席のととで

ある。 ( 第五固ゑ昭、 )

「小 一」の創始の時期に就ては 、後 藤 慶 二 氏 著 「日本
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劇場史」以下現在ま q の劇場建築史書には 1856年( 安政

三年) と鳴へら れ てゐるが、 1858年刊行の一枚刷「猿若

年代記 J ( 山閑人著〕を見ると間際に 「嘉 永 ニ己酉、 土

問のノj 、ー出来る」と記されてあるので ζ れを 1849年 にま

で引よげる ことふした。筒 ζ れに就ては大阪のかぶ りつ

曹の宮量生についても調べる必要あ れ 後日考究の官聖地を

残してゐる。

観客牧容量は 宅座共千人詰と謂はれてゐるが、

質際f ' L 1桝 5 人詰として桝のー散から計算してみて

も1100人位にはなる。大入りの時の「つんぼう桟

敷」の立見の客等も勘定花 入れ L ば 1500人前後は

牧容し得たととであらう。

江戸末期民家の最大の慰幾街猿若町も維新の後

は時勢の推移につれて、1872年( 明治五年) 陀先

十守悶座( 河原崎座) が新富町へ去 り、(1872年東

京府令陀て劇場菟許制度となり . その設置直域が

始 めて自由となったのでるる。) 次で1884年( 明

治十七年) 陀は中村座も浅草鳥越町へ移轄し、途

に1893年 ( 明治廿 五年) 市村康も 下谷二長町へ移

って しまった。

大E 大震災まではそれで、も向「繁屋新道J i 役

者新道」など L 云ふ名栴の路次が貫際に遭ってゐ

て、歌舞伎撃かなりしその頃の追懐の資ともなり

得たと云ふととだが、現在: は泉ーしてどんなになっ

℃ ゐ る だ ら う 敗 。 ( l 942.11. G)

( 筆者は 大阪市技師、建築部防火改修課勤務)
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第 七 園 猿 若 町 夜 の 景

康主主筆名所江戸百景の内、- ' { 昏手前の拘( 闘の右 上〕

が森岡 E在、 中央に市村座、主主くに中村康の泌が見え

る。 奇書やかだった歌舞伎舞誌の幕も閉ぢて、観客は

佼 キたる月の影を踏んで家路 iて就〈 、 と云った芝居

街情調を梢いたもの。



合 力 線 の ト ラ ス

解 法 へ の 醸 用 (1)

寺 門 四 志 猪

反 11t 岡式決定 しよう 乙すれば‘ 、反カ B ω 作用線

が銃 ｂ 及び ｃ ｾ 結ぶ広キ ｪａ となるべきととを 利用し

て示力 岡及び連 力闘 ( 極 O は全く任意 ) を描けば

可いので、之は今夏説明する迄もないととであ

る。 所が示力闘に於 ける反カ A とB との交鈷0

1

を

新しい極として結
A 又は B より別な連力闘を描く

時は明かに反力の作用線を共の始綿及び終綿とす

る連力圃が出来るであらう。そ
ζ でとの蓮力闘の

意義を考へてみると、示カ圃の方と
j照らし合せる

とと によって索綿E はA と P の合力 M
1 の作用線

で あ れ 索 線E はM 1. とQ との合力M lI の作用線で

あり . 次 に索綿
N は

M
2

とEえとの合 j J Ms ( 反力 B

と同大反塁手J方向〉の作用線であるととを示してゐ

る諜で、. 誌にN が B 鈷 C 黙 を遁過してゐる 所から

M8即ちCA + P + Q+ R ) とB とがとの線上で釣

合ってゐるととが明か と な れ そ の結果斯かる蓮

B  力闘は構面陀作用する全タトカが釣合主保つj伏態を

( 第 1 聞)

S  J. 合 力 線

普遁の偽造力感書で、所調合力綿に簡れてゐるも

のは割合に少友い様であるから 、木前でー湿り 合

力綿に関して述べて置き 、それから本題に入りた

いと思ふ。

先づ第 1 園の如く ー 構商が四時端A と支鐸或は

反カ棒( スグンゲ ン St angen) B  C と陀 よって支

持されてゐる場合 ( 之は C が 移動端である 時 と全

く同じで、あって 、矢張り 鼠純梁であるが〕共の南

主n貰に示すものと云ふととが出来る。それ放にと

の連力 闘を特に合力繰或は支持力棋 と栴 ナるので

あるが、闘の如き構面の合力線を描くととは 『輿

へられた荷重に封し始線がA 黙を絡線が B 及び C

鈷 を通過する如き連力闘 を描く とと』に外主主ら

す". 5(  1 回事事端及び 1 移動端によって支持された

場合陀は『始綿がA 鈷 を絡線が C 黙を遁過し、且

つ総紛が興へ られた方向に一致す る如き蓮力闘を

描く ととj J 11 : : 外主主ら友いのである。勿論後の場合

C 黒占よ り奥へられた方向に 首って任意の 1 鈷 B を

採 って湾へれば・絡線が 2 定黙 をi重治ナるものと し

て扱ふとと が出来 るので、之等の問題は兎に角輿

へ られたる 8 黙 をi透過する蓮力園 を描く とと K 踊

す る謹である。

叉第 2 園の如 き所謂 3 銃 アーチの支貼反力を圃

式的 l乞決定する方法を 採 り上げてみると 、通例先

づ左構商 にのみ荷重が作用するときの反カ A 1 及

2 7  XII 



R  

(告書

びBl を求め ( との時右構面は単なる 支鐸と して働

くためにB
1 の方向既知とえ主り 、故 l乞第 1 固 と全 く

同様の方法で示力闘及び連力闘 を描 けば可い ) 次

κ 右構面にのみ荷重が作用する時の反力 A
2 及び

B，を求め ( との時は左構商を支 鍔 と考へ るととに

より 容易に作 闘決定出来る ) 然る後十亡A l とA
2 を

合成して反力A を. 叉B
1 とIB

2 を合成して反力 B

を決定するのである。との場合の作園順序等は 固

に就いて諒解 して貰ふとと L し詳細は略ナるが、

唯示力 圃陀於 てA 2 及び ( A
ll

) は直線A C vc 叉 B
1

及び ( BI) は B C線 lて夫々 平行i ' C51くべきととを

注意して置く。市してとの時にも 示力園 陀於け る

反力 A とB の交鈷0' を新しい怪として絞A よ り連

力闘 を摘 き始めれば、第 4 ，棋は銃C を絡線は錠 B

を遁過して悲に矢 張 り3 駐を通過する連力闘が得

られ之がとの場合の合力線 となるととは前例から

( 第 3 闘)

X lI 2 8  

( j  

2  国)

推して容易に知 られるであら う。

、IU

y  

以上の如く合力紘怠るもりは締造物陀作用する

線、てのタトカの闘係 を明 らかに示す もので、特に 3

銃アーチにあっては中 開設 C を通じ て南構商聞に

作用し合ふ一種の 内力が同時によく示されるため

に、興味ーある 問題である詐りでなく 、亦重要えに事

柄であるとも云へるのである。 : : t も支貼反力のみ

を求めるため陀は合力棋など描く必要は友く 、任

意の連力闘によってその目的を達し得るととは上

4 間)

b  

b  



に示した通りであるけれども、日杢には合力綿を: 必

要 とす るとと も あ れ 又夫れが是非必要で、な くと

も 3 銃アーチ等の場合陀左右の構商を別々に取抜

って後に合成す ると云った方法1' 1: 躍ら ヂ. 先きに

荷重金韓に封する合力棋を描くととによって反方

A 及び B と内力 C との作用棋を知り 、然る後に示

力闘に就いて夫等の大きさや方向等を求める方法

も一つの手段として興味ある事柄であ る し且つは

との方法を フインク ・ト ラス等に肱用す ると 新ら

しい園式解法を行ふ とと が出来 るので¥ 以 下 3 描

をi透過する蓮力圃即 ち合力耕作凶法に就いて暫 ら

く説明する ととにする。

今第 3 固に於 いて輿へ られた 3 力の示力幽に封

して任意の 2 極 O 及び0 ' を撰び¥之によって 2 箇

の蓮力闘を描けば、雨者の相劃 す る索紘即 ち 1 と

1' ， 2と2' ，3と3/等の交結は総べて 1 i[[ 繰 L 上 K 落

ち、而 も該直棋は 2 極 O と0 ' を: 結ぶ直棋に平行で

あると云ふ額著左足性質があって、との直線 L をク

ルマン棋と構して居る。 向ほ との事柄 は又次の如

く言 ひ表はす ととも 出来 るであらう。 即 ち↑モ;立の

極 Or c 依る蓮力固の各索線 と交はる 様 な直線 L を

任 意の方向に引いて之と 索綿との交鮪を夫々 a，b，

C，・・… とし、弓たに鮎 O を遁り直線 Lr c 平行直棋を

引けば、 との直錦 上に極を 有する総べての連力回

は共の第 1 綿が賠 a を遁れば広、歩第 2 績 は結 b を

第 3 線は鈷 c を遁過す るものである。

それ放 に若し輿へ られた 7] 群に封 し第 1 {@Rが 鈷

A を第 2 棋が鈷 B を遁過ナる綾な連力闘を 描き た

い場合が言うれば( 第 4 凶i) 、その時には上記の定理

或は法則 を利用すると至怪便利で、遅うる。 即 ち同闘

( A ) に示す遁 り、任意の極 0 1 を挑んで鈷A よ

り速力闘を描いて之の第 2 線及び第 3 錦 がA よ り

ヲ|かれた任 意の直線 I と交はる 鞘 を夫々 2，3 とす

れ ば、 極 0
1

よりとの直綿 I rc平行に 引いた直錦

(  1  ) 上陀極を有 する凡ゆ る連力闘は共の始線が鈷

A を過ぎて描かれる時は 、第 2 錦及び第 3 線は棉

べて夫々鮪 2 及び 3 を遁泊す る筈で あ る か ら 直

線 I をクルマン訴とする無倣の連力闘の rj. 1特にそ

の第 ＲＱ｢ 告が 定 結 ｂ を 通過す るものは 鈷 ｂ と Ｒ とｾ

結ぶ とと lてよって容易にその紫繰全部を決定す る

ζ とが出来、 且つその極は示力闘に於いて b 賭よ

り直締 B 2 f乞千行にヲ lかれた直棋 と ( 1  ) との交

b  

b  

01  

( 第 5 闘)

結 O
2

となるでるら う。然 るに以上の固法に於い

て直線
I の方向は全く 任意であるから 、例へば之

を周囲にがす
1 / の如く引 いて も差しっか えない

謹であって 、之陀よ って も亦所要の連力闘が一つ

描け るとと 明 らかである。 而してとの場合輿へら

れたカ群に劃して如何なる蓮力岡 を描 いても 、そ

の始棋と絡線との交黙は合力の作用線上に在る と

とは説明す る迄もない所であるから 、との性質を

利用して第 4 1凶( B) の.((11 く先づ任芯の速力岡或は

( 第 6 闘)

2 9  XII 



( 第 7 闘)

他の何 らかの方法によ って合力の作用綿を引き.

Ｓ たにと の綿上 に任意 の ー 貼 を撰んで、之と ａｾ 誌 とを

結ぶとと によ り所要の蓮カ園の始 棋を得 . ヨたいで

との始 線とr1 o 作用線との交易占とB 黙を結んで、第

2線 を得 るととが出来 るでるらう。その後は第3

錦が終線で重うれば第 2 棋 とr
2 との交黙を最初に撰

定 した合力上の駄に結べば、、夫れが決定出来 て蕊

に連カ圃を完依し得る謹であるが. 若し第 3 繰 が

終線でな い場合即 ち奥へ られた力が 3 箇以上で、基う

る時には、先に得られた始線と第 2 鵠から示力闘

に於いて極 0 . を決定 し友ければ‘ならえ主い。従っ

て斯かる場合は力の配置固の方で蓮力聞の終棋の

方向が定まる前に示力圃の方で、決定される ととに

主主 れ との黙此の方法は合力棋作用法としては絵

り有効で君主いと言へるかも 知 れない。 向ほ との問

題で注意を惹いて置きたいのは 、所要の蓮力闘は

( A ) ，( B ) 何れの方法陀依つで も無数に出来 ると

と明 らかであるが、之らの連力闘の第 3 線以下は

夫々直線A B上のー・定結で交はり 、且つ夫等の阪

O2 ，0 3 等 はA ｝ ｾ陀平行なる 直 線 上 ｶ｣ 在 る と 井で 、 “

ある。

所で、主えに定黒占B が奥へ られた力群の右外側κ 在

る場合. 即ち始線と絡線とが定黙 を遁過する蓮力

園を描きたい場合( 第 5 園) はどうかと云ふ問題

をも う一つ考へてみると . との時も前と 金 〈同様

の方針で任意のクルマン線或は力若干の合力の作用

繰を利用すれば、容易陀所要の蓮力闘を無数に描き

得 るであらう。 而してその作固法は固に就て簡単

陀諒解せられるとと L 思ふので説明は省略し、唯ー

との問題では力が 3 箇以上の場合でも示カ圃の助

けを借りるとと君主しに ( B ) の方法で終線を引く

ととの出来る 鈷が前題と相異して居ると とを注意

する陀 とどめて置く 。

斯 くて奥へられた 2 定黙 を通過する蓮力闘を上

記の何れかの方法陀よって描き得るととを知れば

( 但し B 黙がカ群の左より第 2 力と 最右カとの中

聞 に在る時は第 4 固B の方法は使用出来君主い) 、問

題の 3 黙 を渇き・ る蓮カ圃の描法は至極容易 に之を

知るととが出来pのである。即込第 4 固に於いて

第 3 線 が更に定書占を遁 らねば友らぬ場合を考へる

と、 とり索線は K 黒占をも同時 に過ぎ るべきである

から A 及び B を通過する蓮カ圃を一つ遁営に描 い

て此 の黙を決定 して置けぽ. 所要の第 3 線は簡翠

に引き得るであらう。以後蓮力園を完成する陀は

第 2 線 第 1 棋の順 に索棋を 引けばよいとと 説明ナ

る迄も君主い。第 6 圃は以上の方針で奥へられた2

力化到し園示のA ，B ，C 3 黙 をi晶き・ る蓮力闘の描

法を示 したものであるが、之は ( A ) の方法に依

った も の で あ れ 而 I もA 結を遜って最初に描いた

任意の連カ園の始棋をして I 線を粂ねしめ作闘 を

簡単化した例である。然 し との時若し奥へられた

力が平行であ るか又は その合力の作用位置が容易

に求ま る如き J伏態にあれば. ( B ) の方法に依る

方が活か陀便利であら今( 第 7 闘) 。但し との方

( 第 8 岡)
( 第 9 岡)

( 第 1 0 嗣)

XII 3 0  
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( 8 )  

( 第 1 1 聞)

れば不可能で‘ るり 且つ第 3 棋 が絡線と なる 場合の

外は絵り 簡便で、ないので¥ 力が多数 む時 はC 結 は

遁常最ー右カの右側に在 るか らA B聞及び B C聞 に

存在す る力の合力位置が夫々容易に求 まるととを

その前提僚件とすると とに友る。

さて以上の方法は何れにして も左か ら順ヨえに定

黙 を 遜ｾ せしめ て 行 く もので る るが 、 ［場合陀 よ っ

ては第 5 囲I'C Ｏ ｊ ｾ した性質 を 利 用し て 、 先 づ 雨端 の

2定結 をi直i品する漣 力岡を描 いた後中聞の第 3 定

結 を遁 過せ しめる方針 を採 る ζ とも出来る。 その

作|画法は第 8 岡のi湿りで¥ との時 も第 6 固 と同様

に ( A ) の方法陀依ったもので 遣うる か ら矢張 り最

初 の連力闘の始線 を I 棋と するととが望ましい。

叉との時 も奥へら れたj伏況が 第 7 阻の夫れ と同ー

で言うれば力群の合力 を利用ナる方法が考・へ られる

であ らうt第 9 闘) 。所が之等の方法は何れも 直錦

A Bが クルマ ン線と なると とl乞着目した もので あ

るか ら、K ;貼即 ち前掲の諸固に於ける A 結 B 鞘 を

過ぎ る任意の連力闘の第3

錦或は第 2 締 ( 一般 には第

3定貼が作在するカ間 K 来

る紫綿) が直錦 A B と交は

る紡 ( 7r. 紡) が|也上tて易 〈

得 られねばな ら友いので 、

従って上記 4 方法の中何れ

を故ーも便宜 とす るかは奥へ

られたJ伏況 によって明 らか

に相違 する ものでるる o E![J 

ち第 6 岡 と第 8 闘及び第7

岡 と第 9 阿とl工夫々 力.の JI.犬

態 は' "告々同一である がA : !I1占 ム

の闘係位世 を梢異にする 所

か ら、第 6 闘及び第 7 圃の場合は共陀第 2 紘 が A ，

C を結ぶ綿と平行陀近く なっ て、その結果 ( A )

の方法に依らざ、るを 得ない謹であ る。之に反して

第 8 闘及び第 9 闘の場合には ( B ) の方法 を採用

出来 ると同時陀 ( A ) 法 を用ひて も差 しっかえ 友

いとと勿論でるるけれ ども 、時には定黙の位置に

よって之に作り得友い場合 も起る筈で 、例へば、第

9聞に於 いてC 勤 を今少 し左 上方 に在 る場合を 想

像すれば1折かる j伏況 を容易に知 るととが出来 るで

あら う。然し多くゐの力が輿へ られる質際的念場合

に就いて言へば. 第; 9 固の方法陀依る ととを先づ

考へ、 之を 用ひ難い時は第 6 囲む法に依 るのが 得

策で 言うると思はれ る。; 色も 事情 陀よっては第 7 闘

の方法も 用ひ らる べきで. 之らに就ては以下質例

によ って説明するとと にしよう 。

第 10闘は聖母稽な 8 銃アーチに劃構荷重が作用す

る場合で質際陀屡々起るものであ るが 、斯かる j伏

態に謝 して合力線即 ち 3 箇の銃を 遁 る蓮カ固 を描

く必要がある 時陀 は、明かに第 9 闘の方法 を用ひ

るのが最も 簡便で、ある。 即 ち各荷重の大きさ及び

方向如何陀闘せや之等がl准C 結に闘して封 構的に

作用す る時は ( 圃では最ーも 簡翠友もの を選ぴ荷量

は糟べて同大鉛直下向としたが 〉、全荷重の合力 R

はC !ll占 をi遭って鉛直方向 を取る筈であるか ら、と

の上の 任 意の ー 結と ａ 黙 及 び ｂｾ 請 を 結ぶ 直 線 が ａ

C 聞及び B C聞に存在する荷重群の合力作用線 九

及び r
ll と交はる黙 を夫 々M ，N とすれ ば、との 2結

は明かに C 黙 に関して封 稽である。 従って直線 M

R  

(2. 1  

( 第 1 2 岡)
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(害事 1  4  岡)

( 第 1 5 圃)

N は直線A B と王子行し ( A黒占B 製占もC 結に封構で

ある から )、 その交期即 ちr 1及びr2
陀劃 する連力闘

の第 2 線が遁溢すべき定結
K は無限の遠距離K 行

〈ことに なるので 、結局 C 鈷 を通過する索線は直

線 A B と平行するであらう 。 斯 くて r 1 ，r 2  I'C劃す

る第 2 索 棋は虫f 1 上の試みを行ふ迄も な く硯察のみ

によ って容易にその方向を知る ととが 出来、之を

引いて r
1

，T 2 の作用線と 交はらせれば‘ 夫等の鈷 を

A ，B と結んで始線及び絡錦も亦簡単に描くとと

が出来る。而して勿論藷に得られた蓮力闘の各索

線は奥へ られた カ群に劃 する蓮力闘の夫 k 始綿絡

紘及び中央線と なるものであるから 、 4 力の場合

には直ちに闘の如く第 2 *)R及び第 4 {tJ Hと引けば、よ

く、若しカが 6 箇以上あれば、先の索綿によって極

を定め 、それから 所要の蓮力聞を描けば、i OlTいので

XII 3 2  

ある。 然 し問題が反力を知るので充分念場合には

r10 r 2  I'C劃す る連力闘 を摘き得れば、之から:示力闘

に就いて簡単に夫等の大きさ方向等を求め ると と

が出来 る語で¥ との目的のみとしても以上の方法

は在来のものに比して可及り簡明であると云ひ得

るであらう。今参考のため lて従来の方法を概略説

明すると 、第 11聞に示す如く片側荷重を先づ 1 箇

のカ K 醒めて置き 、之と A C 或は B C とが交はる

場合には ( A) の如 く直ちに片側落重 による 反力

を決定す ると とが出来 、若し夫等が交はらぬ場合

は ( B ) の如く r 1  I'C封してA ，C を遁 る任意の連

力固を又 r 2  I'C聖母して B ，C を遁 る任意の夫れを描

き、然 る後 九 及び r
2

I乞劃して A ，B ，C  3 鈷を遁

る蓮力闘を考へれば、共の極は営然 2 本のクル マン

紘 1 1I の交結でるるべ き所から之 を決定 し得るの



で、、蕊 iζ 始めて雨反カを求め ると とが出来るむで

ある。との方法は例へ t t' 第 2 阻で p= Q =R ( 等

間隔〉且つ S = T = U ( 気間陥) なる: lJd合主主ーに は

1J.xは:rril 合が宜いかも会11れ 怠い付れども 、上の如き

割 栴的な ｪ 伏態 代［讐 Ｑ し ては 羽 ｪｩ 迂速な憾み ｭｾ しとしな

いでるらう 。尤も骨組荷重手U t:輩、J栴なる時中央衆

ｾ［ｬ が ａｂ ［ￍ践に平行するととはとの方法によって も

無論丑l引出来るので、 との司fJ ' . ( を強め定週! として

置けは，) 民除に首つては銘10副後訟の作凶を直ち に

h ふと とが出来 る誌でaうる Q q践しJ l : I i かる法則のi澄

ｾｊｪ をする として錦 ＱＱ 幽 ＨｂＮＩ の虫 ｮ き交 鈷 の 得縫い

献態κ 到しクルマ ン15i iの考へを雄、用ナるならば.

i!J l らかに第10闘或は第 9 闘の方法に依るのが詣か

/'C明快で、はあるまいか。

第 2 の例は第1! l 闘の如き一般的j伏態に聖母 してで

あるが、とむ時は第 8 困或は第 9 闘白方法は A E

上のK 献が岡上l七求まる や否や1象iJ1Uし縫いりで先

づ採用出来十 、第 7 闘C 方法も合力を求める必妥

がb るためにとの場合は不適首であると考ーへられ

るから 、結局段初む第 6 固法を利用するのが主主も

よいと云ふ ζ とに なる。その作闘法並びK 第 2 闘

の行き方と 比較 して有利な鮪は聞に就いて十分諒

解し得 られると思ふので詳述は避けるが. 第 2 段

に描かれる A ，C 雨描 を通過する連力闘 ( 2) の主将

棋は同闘では必要なもの ι みを引く κ とどめてあ

るから注意して貰ひたい。而してとの方法は第2

幽の如を平行力がるっても共の大きさが組べて異

ると云った場合に は同じく利用せらるべき もむで

あるが、との際若 しP ，Q ，R l えび S ，T ，Uの合力

が夫k 容易K 求め得らるとナれば、前述の如 く主義

る第11闘の方法K 依った方が簡便であると一躍考

へられはするけれども、との第 6 圃の方法を用ひ

たとしても貰際開通としては示力闘に於ける 0.

結やE 鯨は不要 ( 合力を取れば、力は 2 箇κ なって

しまふので) なのであるから glj I ' L 面倒なととは無

く殆ん ど同じ手数で済むむである。而も とむ時更

に興へられた力群が平行ならば、 金荷重合力む位

置を簡翠主主計算κ よって知り得るむで第 7 闘む法

に依るととも 可能な課である( 斯かる場合には第

9闘に依り得るや否やが強め明瞭となる〉。

斯 くして如何なる場合にも在来の方法を用ひる

とと 無く、 クルマン錦を利用す る一貫した方針む

下に極力手数惹いては誤差を少 くしたがら 3 鈷査と

通過する連力闘 喜三 巧みに描 くととが出来るのであ

るが 、 ｦ 訂 版 ｩｴｾ 多りに蛇足ながら Ｓ :よ弘治溜べてカ 講

の外側に在る場合を附け加へてむ ζ うと思ふ。

さてとのＧｾＩＧは第 ＱＳ ， ｾｾ Ｑ の虫 ＱＱ く任［立 の極 Ｐ Ｑ によ る

謹力闘を C a1liよ J) :J i白き始め 、之の主主総と直鵠A B

C 交slJj S を求めれば所災む漣カ国の終組A B はと

の却 を:も 遜温すべきであるから . 共の匝 0 ，3 f'i 0
1  

よ t C s 叫にえf - 行K 引いた長[ 献上 K 在るとと 明ら

かでるって、遁例との性質を利用し O :l ｾ 二 先に 求

め. 撚 る後連力闘を完成する。 との方法は云ふ迄

もなく第 1 圃の如き単純梁の支l ¥lli 反力を園式で求

める普通の方法と全く同一で 、その場合の連 力 圏

@ 閉合線なるもむは所謂クルマン紘に 外ならなか

った語なのである。所でJ析かる場合にもクルマン

線五: 利用するとナれば、始めから之を意識して第

6闘の方法を用ひ. 第 14圃の如 く先づ A ，B を遜

る即 ち也誠A B a : : 始綿とする任意の蓮力闘 を描 い

てその始棋をクルマン線 としてしまへば、前法よ

りも簡単 ｋ 而もう ｃｾζ 所 裂の 連力国を描くととが出

来て便利でむらう。との方法は単純梁式に支持さ

れた梯面K 平行ならざる荷主が作用する時常に用

ひ られて然るべきであると思ふが、今夏える特殊な

力に酎し上( l ) 2 方法を用ひて其の得失を比 較して

みると第四国の如くになる。即 ｾとむ 時第四国む

法K よれば、蓮力闘に於ける劉 8 をと決定する際稿精

度を畝く嫌ひがるる代りに示力固に行って動 O2

を求める時は非常に柴で、あるととが宇Jj t 、之に封

して第14困のJ去を用ひると梨A3' を決定する索おRは

比絞的鈍 く交はるのでとの黒占は前法より梢優れ

次に里占8' tc よってtl 1i ーかれる 8 貼を泊ぎる連力闘c

第ｾ ｾｒ 五Ｚ利用 して 示力 圃 の Ｐ ＲＺ を求めるととにナ

れば此虞でも可なりの精度を保持出来るととを知

るでるらう。 それ故に合力銀を摘くととを目的と

せ今、に唯A 訟itc於け る反力のみを知り度い とすれ

ば、まづ何れに依るも大して懸隔なしと云はざる

ｾ得ない桜で ｚ うる付れども、然し との 作闘をトラ

ス解法に於ける所調クレモナ臨力闘の中に挿入す

る場合等を考へて 、蕊 Iζ 合力締法在紹介した次第

なので る る 。 ( との項移り)

( 録者は立命鈴・大泉導門部教授〉
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創 立 廿 五 周 年 記 念

建 築 と 防 空 展

主催 枇 国法人 日 本 建 築 協 合

後援 中部軍司令部 大阪師国 司令部

大限警官;j 府 火; 双府 大阪市

朝 日 新 聞 大 阪 本 j社

期日 昭和17年 9 Jj !l 9 ;ヨ一一一10 r'] 4 日

合場 大 阪 心 策 橋 大 丸

防 空 な く し て 国 防 な し

大御稜威の下

我が皇軍は 陸に海}亡、お々 たる鞍泉を 牧め. 大東亜の新秩序建設は着々と進められてゐる。

一億閣民亦和衷協力、烈々の意気 と必勝の信念を以て、鏡石む護 りを固くし. 闇土の防衛f L ;Iうたらた

ければな らない。

建築と防空

建築 は入聞の生活を自然の脅威から設ると とが. そむ本来む目的でるったが. 今日では建築も亦圃防

施設の一環 として 、ささ襲の惨酬 を阻止す る重要注役割を果 さ主主防ればならゑい。

闘民は一人残 らヂヨたの如き防宰精紳を把撮 してゐ君主付れぽ友らぬ。

0 全閣民ーが W園土防衛白戦士であるW との責任と名容とを 充分自覚すると と

O お五 陀扶 け合ひ力を協せ、命 を投げ出 して御閣を守るとと

0 必Mj e ) 信念を以て名 々持場ーを守る とと

防空な〈して国防な L

防空は高度圏防図家完途への重大妥素であ る。現在の都市構成から見て . 敵は欝夷賓 と爆 揮との綜合

的攻撃を企園 して我木土を襲ひ、 蹟地域 I' C同時多登性む火災を起さしめん とするで、あらう 。 我々 は常に

勧空費材を完備し、 買鞍即感の訓練を 行ひ、 よし敵機来るとも鎧袖ー蝿之を繋誠 して組園を泰 山の安 き

たおか たけれぽ左足 ら君主い。

日本建築協禽

日本建築 協舎 は風土防衛のため 、都市の防空防火の封策につき 、 率先絶叫する とと多年 、 特に都市武

装促進委員舎を設置 して‘ 批舎に警鐘を 胤打し来った。本合創立廿五周年にあた り記念事業 のーっ とし

て、 今蕊tと諸擢威の後援を 得て 11建築と 防空民M を開催す る所以も亦園民防空の完壁tて微力を設さんが

ためである。
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奔庭事共の後御無沙汰致し てお ります が、兄陀 は

相費らでや;第一鯨 にて御活躍. 御率公の事と存じま

す。今日は御無沙汰のお花び号等々大阪の近況主主ど

お知らせしてみた いと 思ひます。

御承知の通り協合では今年創立: 満25年を記念とし

て 色ンーの事業 をやっておりまナが、そむ内の 1 っ

として W建 築 と防 荏民H が先日大丸で行はれまし

た。

秩風爽か党主土暇日 の午後心粛橋筋白人の流れが

ー・ケ所大 き友渦を巻 いてお りました。そ とは大丸

の 陳 列 窓の待選壕模型の所だったのでナ。 11生 活

卸肪室/ 1 即ち防空 的生活 を要請されてゐる昨今の

市民にと っては さもある べ きで、した。そむ渦はや

が て、太丸へ大丸へと流れ込んで行くのでした。

1階庚 閥次抜 (! Yチ摺には /1建 築 と防空展 11 日本建

築 協舎の タイト ノレが鮮か に見 えて私は一寸嬉しく

感じっ_ l . d 階へ上ってみますと 舎場入口には 11防

空放くして図防注し /1 ( [ ) 展覧舎趣旨文が大きく浮

び上って居ります。観賞者の流れに押され て

'① 趣旨

O米英 の封日ゲリ ラ進攻路

C 敵機の標識

0 投下弾の被害程度

等が国表 或は篤買.等にて一 目瞭然た らしめ ます。

次 に 控夷弾の概 設があって 、去 る 4 月18 日敵米機

が投下した控実弾 の残梓を陳列 して、観衆に訴へ

たる所は大でるった様 iζ 感 じました。

O ロンドン宰襲む貰例と日 木の建築

C 闘 東大震火災の惨 J伏

が潟県と 文 に よって我 閥都市建築む脆弱性を指摘

し

0 闘民む覚 悟

を更に要請しておりました。

②都市防 空

0 近代都市の妥件

。防宰的都市計歪

O都市の分散計蓋

固と文を以て、私達建築家K 於てナらその衡に蛍

らな い者'.rc は比較的検謹く及 Pがち1: l : . とむ問題、

を極 めて懇切に解剖して剰ナなく

0 都市空地の防空的利用計霊

O 今昔 の理想都市案

も圃と文に て、御堂筋等にで よく見受 けられる、

あの醜悪なる康告板園ひを取外して康場とし. 防

空壕や貯水槽を設け、告書った庭は菜園を作る等の

提唱は商白く奔見する事が出来ました。

@ 偏裳

O上 空か ら目立つ妥 素

0 明度表( 建物表面の明度と地域の明度)

C 観E 艇と硯角

0 要偶装の限界

等をかムげそり結論として

0 儒装の方法

イ〉迷彩

ロ〉植樹

ハ ) 主主蔽

を固と模型で以て親 切K 示しでありました。

④煙火管制
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0 屋内燈火の秘匿

Ｐ 屋 内燈瞥戒 管 制 の 一般的 Ｑ ｩｩＮ ｬｾ

O隠蔽の方法

0 警戒管制I下寺漏光制限

O遮光具のよ い例と 悪い例

等を圃と解説によって提示し、混雑する人々の中

'で向且つ ノート をとる熱心主主人達の姿さへも見る

事が出来、戦ふ閣の園民の姿をと. u とはっきりと

見出ナ事が出来た接に思って嬉 しく存じ ました。

0 建物の蔭蔽 と通風

については . との和容れ古る 2 つの要素に就て多

くの工場建築家が如何に解決陀努力されてゐるか

を幾多の模型や国を通にて知る事が出来ました。

@ 防火改修

0 防火改修とは

O防火改修C 方 法

を窮民と圃を示して、木造建築の集圏でるる我園

都市の特異性を皐げて、そむ防昼的即ち防火的改

修の必要を高唱してゐま した。多年協合む絶叫し

観け て来った "武装都市促進運動" の趣旨とは相

首の懸隔はありまナが、時局柄その念を要する事:

と物的人的の資源等の結からして私達はとの改修

D 一刻も早 く多くの既存木造建築物 に及ぼさ主主け

れば主主ら主主い事を痛感 してゐる次第で、ナ。

⑥防弾建築

O耐防弾陀つい て

O耐弾構造( 外園の指針)

O耐弾構造案

O防弾設備〔臆念的防破片)

O防弾設備案

X I 1 3 6  

豊富なるクト闘賞例 を園示 し、又我園に於ける研究

の成来た る耐弾防弼設備を岡;示解説しでありまじ

たので爆弾の威 力等 今夏 の Ａ ｾｉｉ < 感じた詩です。

⑦防護室防を壌

O防護室

0 防丞壕

防護室、防昼援の必要性は今史申す迄もありませ

んが、之が備ふべき機能等を傘げ、各種構造によ

る質例 をたくさん掲げて 、多くの人達の足をとめ

ておりました。

⑦待選施設

O待避とは

0 待選所の造り方

O待選施設構築の標準園

持場より遅く とも 20秒程度を以て待避し得る位置

を選ばねばならえ主いと云はれる待避について、工

場は友るべく分散して機械t r ' 1 f 物を利用し待避せね

ばならたい事や、商庖陀於ては商品を利用し、カ

ウングーを利用 し、家庭に於ては階段下、或は家

具を利用した押入の待避所 、通り庭の利用 、地 宰

の利用等を園耳、潟E妻、説明文によって平易に解

説しであったため 、叉最近内務省、の指示 もるり市

民生活l乞密接君主 闘係をも っ事とて、真剣に観覧し

てゐる人達を多く見受けました。

@ 懸賞募集入選圃案

とれは /1建築と吐舎" 10月読にも護表さ れてゐ

ましたが、 1 等に該賞する園案がなかったので¥

2 等 1 名、佳作 3 名を選ぴ、計 6 名の圃頁が展示

ーされてゐました。 2 等は西野田工業の今西茂准先

生、佳作は松村組勤務の弁津善哉 君、堺の浦井作



窓、新京の中村昌秋宕で作Jれも着想 l乞於て大鶴岡

じ様t.J.傾向を持ってお りましたが、審査許陀もる

りました殺に、態募期聞が短かかったせいか或は

要求事項が多岐に豆 りたる ま事か、革新的剖; まに富

める珪! 怨 i案がなかったのは遺憾で、した。

⑩住宅防空

0 防昼施設 k 整備サる佐宅:奈

イ) 市街地の 2 戸建

ロ) 近長官の 1 戸建

が委員の手K よって設計 され 、1]( 砂其の他の防誤

的資材を始め 、最近問題の待選施 設に至る迄十分

備へたる設計 固に模型を添へ 、展示園面 とその模

型をテープで以て結びつけ誰に も一目して判然と

する畿に仕組んで、ありました。

⑪結論

O民 防zs

0 園民防2さの車邸絞( 系圃)

O軍防 本 ( 窮民)

「われわれ は儲丸の飛 {T: '31王る第 ・綿 にお手{ 専ひ i主

出来たいn だが防本獄閥、消火、救護は 引受ける

ととが出来る。

隣組防2さは園土防 衛の尖兵である。 敵機の昼襲

によって生十る危害を防止して、とれに よる被害

を軽減するため、軍防2さに謄じ てお手体ひするの

だ。

え主ほ敵は杢襲 によって民心を 撹胤せんと企 て L

ゐる。一億図民は不動の精神 をもって沈着果敢に

行動して自から皇土を 護らねばならね」

と力強く結んで、ありま した。

⑬ 日本建築協禽の回顧

大正 G年強合してより松近 ! モ重る迄の協舎の大

き友足跡 を、各時代の代表的建物 の大潟員十亡書き

力11へた展示方法; は、 大壁手ぎわよく奔見する 事が

出来ました。 私達がまだ建築の道 に踏み入って聞

もない頃、胸 自と お どらしてその竣工を 喜んだ幾多

の建築物の篤l! ' t k 前 にして 、 しば、し感慨無量の も

のがあ りました。

一帯最後 I'C今年25周年記念陀募集 した 1I菖蒲池

厚生住宅 /1 の常選闘案が展示され. 叉グラスの ケ

ースに は各積の出版物 と雑誌 /1建築と 枇 曾/1 の 特

輯貌を陳刈して、先室長合員の業績をしのばせて く

れました。そうしてとの各時代に活躍された倉員

各位の数々の偉業陀封して 、とれからの協 舎を 頂

から ねば友らない私達はもっともっと努力 を致さ

ねば、ならない事を 痛感致しました次第です。何 時

も美術館や百貨庖 その他の展覧 舎に行ってその盛

滞山な展示に疲さ へ崎えるのを遺憾に思って おり

ました 私 は 、 首 ｾ ｉ ＿ｲの 今 度の 展覧 舎 が 比 較的簡素に

糊められながら 、十分その効梨ーを母げてお りま 1_  

たの主: 見て私か陀喜び' k禁 じ得ま せんで したの

御堂筋へ出た途端、一機低空飛行がすさまじい

爆音をもって頭上 をよ ぎりました。遅う ちとちの ピ

ノレから高射砲がパ リパ リと カン高い苦を強 しまし

たの叉今 日も防空訓練が行はれてゐるのですのと

の緊迫 した大東混戦下陀あって私はま だとれから

阪念百貨庖に開催 されてゐる青龍展を 見に行か う

と思ってゐるので、す。御園の徐裕紳々たる鹿を聞

いて頂い℃今日はこれ伎で失挫する事と設し ます

( 以下12頁へ繍 o
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光 と 親 感

津 田 撃

自然の惑は豊である特に太陽の光り κ をいては

地を肥やし i 穀を貫らせ人畜 を育 て草木を成長 さ

せ| 叫時折々には花を間せ叉必要主主 る ものには熱 査と

奥ヘカ11ふる に斗れ告とl1Hらす物 lζ は陰;形を表わし硯

感は直ちに此の美しき有株を受 入れるので ある。

Ｑ ｾ Ｔ 季 斉 Ｚ 通じ て 木陽 の 光［ は 凡 ての 物組 長 ｦ 美化す る

進化の妙 はi f lζ 麗 はしいさわみである野 l七山l引 俸

に或は2さに又 は建造物等 l乞限りなくしか も一律陀

j仕厳雄大胤りなき霊峰宮士の姿 を!照らす光 は時々

刻々 に叉PQ季折々 の策 候f'CWひ千挺略化 し言ひ表

わし鄭 きffiql 税、な色彩 をは なち特に澄み渡る 暁の昼

にさんらんたる民主了の光は日出の強き彩色をいろ

どり誰れも悦惚たるもので重うろう。

反3討に夕陽の湖 7J ( CI_.) 函 l亡やわらか き光を 映 じ静、

カバι 明 日の 祈1i) J 奇 想、 び なが ｾ Ｎ Ｎ 暮色ｩｆ 然，ｾ -! J- :1: 1) 米

民11 3 8

ると きは只主主ん とたく淋しき 趣きがある。雲閣を

もれる光或は岩陀ほとば しる飛沫陀あたる光、維

の森 十て強くあたる夏の光紘にはそれぞれ異主主 る微

妙の感じを吾等κ 輿へる。建造物陀於ても風土. v c

調和した る形態κ E つ材料を構造物の性質 によ く

遁臆して用ひられたる時陀あって は屋根や壁の色

に一月号美観を i曾すと と陀友る且つ影主主き建物 iて於

ては影言うる建物 と比較し大l亡見劣るうら み が あ

る。朝霧の もをζ の裡lfC高塔をとっ L む有様は淡け

れども 、をだやかな光 Ir:i 建物を浮き上らせ誠陀秀

麗であ る。

直u寺する光線は部法σ) 45度仮定以外の角度に来

りたる場合協の生ヂ る大ノj、と濃淡陀より自然異な

る且 つ Ｑｦ ､ｬ 的 ｉ ｾ こ投影の感じた生じそとに無限の 神秘

があるやうであるの

l京色 を奴むも の とし か らざるものとは告この今か

ら趣味の現度異友り赴れ 者三月号、らす光線は固有の色

を左右し吾 々の限 f'CR央ヂる随って俗悪主主る色は避

けたきも ので不快K 感歩る のみ主主らヂ樋々 君主る結

に悪い結果査ともた らし叉共の形態の如何により て

も悦美陀多大の影響 を生やるは営然である。

i1略物ー として色 を持たぬものは君主い足: れ をあま

ねく! 照らし史に美化する光線は1まに偉大主主る カを

持つものである。

自分の苦心 lζ より完成したる建物 にあり ては着

想 iζ 始まり設計 を終り漸く質施 lζ 着手し日々の進

捗 と Ｍ ｾｾ に 朝夕 の ｬ 佐 辺氏 共 の 建物 に 投げ か けらる ｌ

光線と災に影をJ i . l . 逃す ととは到底出来ぬ終日の内

常 l亡密化する光紘を交ける都度種々の感じを新に

する 、照さる光線の強調と季節 l乞より材質と固有

の色彩 と陀 51... 形態 により時 として悦惚と迄はいか

すて: とも微笑DI : た禁じ得な い ものがあり とすれば此

の時寄等の持つ誇りそれは婆術の賜物 lてして自然

に興へ らる k 影陀 も色 Ic も妙美の表現力強くt f OJ ｾ号

制作 を一 段といかす とと は賂し いととでるる。

光 線の魅力 は決して をろそかには出来ぬ、克も

夏の夕日が窓硝子を射る のはあっ苦しく決して有

般からざる ものなれど惑を日座敷の奥深く迄射入

ずる光線は暖か しのどかに嬉しいものである。

建物 K 使用さる ι 費材 の色をいかずに必要なる

光線と同時 I OKLfS- と垂 直l乞遁営の凸凹 を造り是れ

に依ってさド や る直射え ｉ ｊＮ 屈折したる ｲｾ ｴＨ 巧 ｩ こ取入



る L ゃう設置十の際充分考; [ . ，畠に世く ζ と必臭にし て

叉建物の性質と共の形態や憐造が風土と周囲の環

境 iてよく合致蕊 lて美しき投影を求めたきも ので あ

る。

以上は硯感 lて何の異JI犬な く五感健全の際である

然る 陀職責上の災害に依る か又は不幸陀して普通

ｩ て 求め得 ら オ ｌｾＢ る 栄 養 素・ の 紋 乏にて或 は自然 に 閥

力 の 老衰 する Ｇ Ｚｩ ＱＱ 乞より ｈｊ ｾ ｩ 乞 紋 陥を生 十 るととは 不

幸なる出来事にして質 l亡|司惰禁 じ得 ざる もの l乞っ

き知己 は何等かの方法l亡て慰籍の道 を講じた き も

ので ある。

史に大東I立戦共他国家のE t ft尽に傷 害 を受 け られ

IIT見力を減じ或は失明 を除 機友く せら れたる人々 に

は共の忠烈A 鍔苦に劃 し高腔の感 謝を俸げ内且つ

深甚なる慰問 をなさ ねばならね映 を病むも のは人

生の不幸中f誌も甚だしきものであ る五感の内何れ

が扶 ぐるとも決し て よき ζ とにはあらざれども特

に硯感は陰腎陀をちい り共の結果煩悶し 更に悲哀

を感じ人生最大の痛 恨事. であ る。

認に首然必要と えEるは名瞥でるる欝師 とて も紳

ならね人聞なればlたして悪:なにあらさ、主るも誤診な

しとは断言出来ね叉時 として施 療と 一般の患者 と

を混同し論文の資料に用ひらる L も不 愉 快 で あ

る。

向密師が開業の際は治療に必要なる相首の設備

を政府は結検し許可すべきもの K して不街生きわ

まるもの或は欝療機具の不足す るものありとすれ

ば甚だ遺感至極陀。して理想とし ては園家が嘗師の

生活費の幾分か を支排し安心して職務 IZ: 従事 せ し

め向老大家は技術易型と 共に再教育を幾年目 か IC

新 iてする必要あ るととは 師i' c : 唱へられ近 く貫施せ

らる k 庭である n

H良病は普通治療の永ヲ |くも のとせら る L も長' は

合理的の治 療 と経情的の費用 となる べし短かき期

間 l乞全快するを 患 者は希望するは 営然のととなら

ん尤も磐師 としては その立場よりは相営の申分も

あるべく一例は現 今熱の依用量懐度 1'[: 制限を飴儀

えにく 受 lプガーゼ脆脂綿は配給量の不足 に苦るしめ

られ薬品ω不足或は人の移動代用品の悪質等其 他

不満のかす=かすて: あ らんも我流に作る再生品の使用

と消毒の不完全は頗 る危険にし て日々 の治療を 受

くる際誰れもひ そかに心痛 する こと な んんの

個人の経営が よさ か病院が凡ての貼 に優れる か

共の助一利一害で又多少営利的の人と然らさやるも

要 はjj!t lて治療し得る紳士的の人格者を見出すが大

切の 乙とに して如'何i乞名聾赫々たる欝士としても

跨術が退歩 したる もの俄り にあ りと すれば患者は

誠に不仕合にして 又徐り患者の求診者多き篤念速

を要する ものに は診察料の数倍 と更に普通 と同ー

の治療 をな し友が ら倍額の費用 をむさぼる名腎あ

り質に不合理なる事質 にして患者同志の聞 にツバ

メ即 ち収鴻注 意味し普通二J三時間待機 を僅 か瓦 分

卜分iてて蹄踏に就かる L は如何 十ζ 人間高事金の世

の中とはい え費用出支κ 経持的 l亡ぶまれねものに

JI l(_り ては誠 に慨 歎の至 り主主ら ん此の特 訟とは只時

間の宰資 を防 ぐに止まり高慣の代仰を支排ひなが

らも結論 より はIたして迷かに 回復する か否 か甚 だ

今たがはしく不満ながらも一日々々 とひきヂられ

つ ι 通院する 患者ーには同情の外慰めの言葉はない

のである。

反釘に門前市をな 3 ざる皆師にでもその技術は

続くべき確質 l乞て民の瞥師 として傘敬すべき高徳

の人がある斯の如 き営世得難き瞥師は 甲より 之に

え丙へと体へ眼 を病める人々に推il唱すべ き で あ

る。

硯感の不自由 となり しも のは 自然i 感の内他の

四感護達するものに して所謂勘のよく君主るとは俗

に云ふ如く 一品- より失明者 tとても大象者あり音楽家

偉人あらわれ共他普通人の主IJ 底及ばざる傑出 した

る大人物のある ととは 既に放に知られたる如く決

して落贈すべきも の/l C あら歩勿論その人身の努力

に依る ととも多々あらんも自然の恵はいつ か は大

陽のうたり の虫11 く，%物をあまねく! 慣らす如く f!，JJil(は

併蹟的l!_j j復の機 舟なきにしもあらざれば、悲倣の必

必なく自意 向つ 自愛関 よ りた明化接すべく勇試告と

をと して治療に遜進ずべきである特陀重ねて鞍l詰

の馬限 を病ま る L 将士其他の各位には政府の信輯

し得る病院 I'C執務せらる L 眼科欝のすぐれたる技

術に よ り専 心治療につとめられ充分加養の」コ頂力

の回復の一 日も速かならんと とEを切に品rr る次第で

ある 。
( 昭和 17年 10月稿)

( 筆者は 津 田 翠 建築設 計 監 督 事務 所 長〉
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必 携 刊 行 部 曾

( 第 1 回)

時 7 月 1 6 日午後 6 時 - 8 時

所 陳列場

出 席 者 絵 本、佐藤、大 下、小凶、

主量

議 事

番記長より経過報告後、合勢幹事

曾提案主旨を迷ぺ、ヨたで小西氏よ り

詳 細説 明後、松本民主査とな り下記

の j湿 り協議す。

1  . 至急具鐙化を 到るため、主査よ

り次凶迄 に要目案提出の事

2 . 名手停は次回迄に一周考へ詮〈司王

3 . 要 目案及進行方針毒事を次凶より

研究の事

( 鱒 2 回)

時 8 月 61ヨ午後 6 時 - 8 時

所 陳列場

出席者 主 査 松 本

委 員 ソj、西、大下、昼

a繍 $

1. 要目案撰定 に先ち 、下記の i且委

員謹加の件

永海毅一、河合喜三郎、池間

宮彦、増山新卒、篠原太郎、

久良知丑二郎、山本義樹、伊

東宗太郎 、三;橋図太郎、以上

九 氏

( 郷 3 回)

時 8 月 1.8 日午後 6 時 - 8時

所 陳列場

出 席 者 主 査 松 本

議 $

委 員 小 西、大下、昼、永

湾 、他 国、 久良知、

山本、三橋

1  . 主査よ り経過報告後、松本氏者11

合に依り主査を池田氏に依車語、

同氏快諾。次で下記の如〈幹事

XI 140 

三三 舎ｾ ｾＮ三三ｾＧＮＺ ..:γ 報

決定。 I 委員 J 曾山 、山本

池田 、小西、大下、」話、久 良 | 議 事

知、河合、

2  池問主査よリ就任挨拶後、各自

要目案の検討

( 第 4 回 )

11年 8 月 2 9 臼午後 6 時 一 9 時

所 倶楽部室

出 席 者 主 査 池 図

幹 事 ノj、西、大 F、久良知

河合 、

議 事

主査よ りF 要目案。f J -it 出あり 、各

幹 事審議検討す。

( 務 5 回)

時 9 月 1 0 日午後 61時 - 9 時

所 倶楽部室

出席者 主 査 池 閏

幹 事 小 西、久良知

議 事

1. 主査よりゲ建築家必携刊行に関

する件 。案提出あり 、下記の k日

し。

要目 ・霊童表の形成 ・j原稿の取

得 ・原稿見本 ・原稿の内容

2. 要 自家の審議検討

(第 6 自)

時 9 月 1 9  F! 午後 6 時一 8 時

所 倶楽部案

出席者 主 査 池 悶

幹 事 小 西、昼、久 良知、

河合

議 事

1. 要目案の審議検討

(第 7回)

時 9 月2 8 日午後 6 時 - 8 時

限f 陳列場

ｉ ｾ 席者主査池間

幹 事 小西、昼、久良知、

河合

1 .  '1 建築必携。執乍者募ct長の文案

作成の件

2  要目案に対する執すq n.前者選定

を次回持;仔の件

(第 8 回)

l侍 1  0 月2 日午 後 6 時 - 8 時

所 陳列場

出 席 者 主査 池 田

議 事

幹事 小西、大 仁 屋、

委 員 佐 藤、三橋

1. 要 目案に対する執鋒担訴者選定

の件

記念史編纂部曾

( 第 7 回)

時 9 月9 日

所 倶楽部室

出席者 針i 問、尾勉、坂本、西 村、

志賀、JI I勝

議司区

各委員下記の 如〈協議す。

1 . 編纂分担委員は去る 6 月 2 0 日

協合より溌主主せる参考委料に基

主税築のｾｾ

2  総目次は原稿完了後、見IJ に打合

令を開〈事

( 第 8 回)

時 1 1 月 2 0 日

所 倶楽部室

出 席 者 主 査 伊藤干11夫

議 事

委 員 尾 街、川勝、竹内 、

塚本、西村、 際詩型、

宮崎

塚本氏よ り委員合関係原稿。竹内

宮崎、西村三氏より総 目次関係原稿



各挺ｾｉ｜あり。次回 Ｑ 2 月 1 0 日迄に 1  

未集分の原稿骨促の ｾ￮

編 輯 幹 事 曾

時 1 1 月 6 日

所 倶楽部室

出席者 幹 事長 小 林

議 事

常 務 伊 藤 、 大 下

幹 事 川 勝、桐本、尾泊、

西村

1 .  1  1 月鋭校正工程経過報告の件

2.  1  2 月鋭錫載原稿蒐集獄況報告

の件

3. 昭 和 1 8年 1 月鋭編斡構成協議

の件

常 務 官

( 第 1 8回 )

時 1  0 月 8 日午後 5 時一一 6

時 3 0 分

所 陳列場

出席者 理事

様 車

竹藤削合長 松本則合長

常 務 佐 藤 主音己 中西三国己

西津主記 重苦中主記

小林主計 松 久 保 主

計 tl 、林編斡

1  . 合旗募集間集審査の件

2  名轡賛助員推，) . f ，l の件

3. 陳列者島一一部利用に[ t¥j する件

4. 木材公定{資格に関する建議の件

5  .京都支部設立に関する件

6  昭 和 1 8 年度珠算編成並に総合

日7象定の件

7. 兵庫豚建築協合より講演令共同

主催方申出の件

8. 挙合対協合問題に関する件

9. 合員詮衡

報 告

1  . 記念事業関係諸報f J _ ; -

2.  8 月分合計報告・

3.  例主E、除臣家報告

( 第 1 9 回 )

時 1  0 月 1 9 日午後 5 時 4 '0

分ー 7 時

所 陳 列 場

出席者 fllt事 松 本 割 合 長

堕在l } } : 池間監事

常 務 佐 藤 主 言 己 中 西 主 記

重左中主 言己 小 林 主 計

松 久 保 主 計 大 下 編 斡

11、林 編 輯 錦 回 編 斡

議 事

1  . 昭和 1 8 年度激匁に関する件

2 . 評議員合開催に関する件

3. 給仕歯車職願出の件

4 . 令員詮衡

報 告

1  . 日本ボルトラぷドセメント同業

合よりセメント製章牌寄贈方申

出の件

2. 出促報告

( 第 2 0 図 )

時 1  1 月 2 日午後 5 時 1 0 分

一- 6 時 2 0 分

所 陳列場

出席者

王 ｾＡｊ 事

常務

議 事

片 岡 令長 松 本 高IJ 令長

桐 本 主 記 佐 藤 主昔日

中 西 主 記 西 海 主 記

松久保主計 伊 藤 縄 斡

大 下 編 斡 小 林 編 斡

1  . 記念事業に闘し評議員合並に線、

舎に報告ーの件

2. 倶楽部室に関する件

3. 合勢幹事合より具申の件

4. 合費滞納者慮鐙に関する件

5.  ｾ務員歯車戦願出に闘する件

6. 合員詮衡

報 告

1.  9 月分合計報告

2. 対皐昼食問題に関 L I託徐郎事、E正

毒事と懇談の件

3. 記念 事業報-f! ; 4

4.  ｾｬｬ 征 、 入管報告

時

所ー

( 第 2 1 回 )

1  1 月 1 6 日午後 5 時 4 5  

分 一一 7 時 3 0分

陳 列 場

向 席 者 理 事 松 本 国IJ 令 長

策 事 池 田 常 事

常務

柄 本 主 記 佐 藤 主 記

中 西 主 記 薮 中 主 記

小 林 主 計 松 久 保 主 計

伊 藤 縄 斡 小 林 綱 斡

議 事

1. 建築新鐙制要綱建議に関する件

2.  r南方建築展覧舎」建築喜色合と

共同主催の件

3  合員詮衡

報 告

1  . 建築聯合協議委員合成案に闘す

る件

2 . 建築聯合協議委員曾級過報告

3.  . 建築専色合より建築工養成に関す

る建議につき申越しの件

4  出征、除隊報告

瞭 列 場 幹 事 曾

時 1  0 月 2 1 日午後 6 時 2 0  

分一一 7 時 3 0 分

所 陳列場

出 席 者 幹 事 長 松 久 保

常 任 幹 事 道 悶

幹 事 楠 瀬 、 中 西、矢

回

協議事 項

1  . 明年度線列場珠算の件

2. 材 料研究舎に関する件

3. 二日曾秋季合合の件

曾 勢 幹 事 曾

時 1  1 月 9 日午後 6 時 2 0 分

関合

所 協合事務室

出 席 者 常 任 幹 事 伊 東、尾重量、持

佐

憧磁彦羽目

1  . 曾員倍加の具健的方法に関する

件

評 議 員 曾

1  . 昭和 1 7 年 1 1 月2 日

大阪市北区中之島 3丁目 3 番 地

朝日ピルヂングに於て評議員舎

を開催す

4 1  XII 



1  .  IJ I席者 F 記之 湿 り評議員 1 2 4';

伊藤和夫、尾重血清四郎、大 ドl眠

-oJ;l I¥，綱 本楠雅、黒図茂、小 林

街、佐藤正次郎、中 島事卒、中

間六郎 、図湾藤生 、松久保敬三

松本儀八

1  . 午 後 6 時 1 0 分間合評議員今北

乙吉氏逝去に付 獣誌を捧げ? とる

後賄事則合長松本儀八民議長と

な り只今 出席 者 1 2 名なるも本

日は再度 の召集な るを以て定款

告書 2 4{1阪但書によ り定款 を問は

ず本 合成 立の 旨を 脅げ 直ちに議

事に入る

議 案

第 5 !l 虎昭和 1 8 年度牧支報告事に IM;J

する件

議長主計より 原案に付言注 目月する

旨を告げ松久保主計起立各員に

配布 の原案に基 主主互依的に詳細

説明議長 より質問の有無を問ひ

たる に質問者な く依て本案を承

認と認めて差支なき ゃを 諮 りた

るに異議なし々キの聾あり 金合

一致承認可決確定

調監 察

官事 6放舎費滞納者慮置に関する件

議長主記より説明ある旨を述べ

中西主記起立長期に亘る舎費滞

納者現在 5 3 名あり今日迄共扮

込方に付最善を雪量したるも到底

取締の見込なく 如何底置致すべ

きや.を諮 る結局止むを 得 ざる も

のと 5忍め除名底分に附する ζ と

に決定

但し知人 の方あれば何分の手配

を煩し年内 は虞分を保留して主申

込 あ りたる合員は 慮分を 取消す

とと L す

1  .  ::kで議長よ り議事録の代表署名

者に下記 2氏 を指名 し其承発を

得た り

黒 田 茂 君 小 林 清 君

1  ままに於て磁長よ P本日の百平副陸貝 l

曾 は之を以て閉曾ナる旨を 宜し

歓曾ナ時に午後 6 時 5 0 分

XII 4 2  

1M本日の議案にあらさF るも記念

事業特別合計に付松久保主計よ

り中関税作を なす

創立二十五年記念

事 業 諸 行 事

記念式典( 表影弐並祝賀; t )

時 3 月 3 0  R 午後 4 時 一一 8

時

所 中央公合金

出席者 2  1  7 名

記念式典に引績き 表 彰者 1 6  7 名

に対し曾長より 表 彰主党並 に賞牌を

授興次 で多薮来賓 の参例を 得 て祝

賀晩餐令を 奉行列席者一 向に記念

品を贈呈盛舎得に終 了

慰 賓 室 害

時 6 月2 8 日午後 2 時一一 4

時

所 中央公舎堂

出席者 1 1 5 名

時

物故合員 2 8 8 柱 の遺族 5 4 名参

奔片岡令長祭主主なり神式により

鍛粛に奉行の上慶儀裡に無事終 了

見 事 曾

5 月 1 0 日 { 第 1 回)

所 京都市内庭園茶 席見事

出席者 8  7 名

時 6 日 8 日一一 1 2 日 ( 第 2

回J

F斤 東北地方見撃

出席者 3  2 名

時 9 月 2. 3 日一一 2 4 日 (係

3 回)

所 赤穂方面見象

出席者 3  4 名

時 1  1 月 8 日一 一 1 3 日〔第

4 回〉

所 九州地方見拳

出席者 2  8 名

上記 4 図共好天然に惑 まれ盛合事里

に無事終了

防 火 改 修 展 覧 .

時 6 月 2 5 日一一 7 月 1 6 日

fifi 本 合建築資料綜合陳列 場

観 賞 者 延 人 員 1 2  1  5  ｾ＠

改修考案問及貨物見本の懸賞募集

をなし入選考を令坊に後表す

建築と防空展覧倉

時 9 月 2 9 日一一 1 0 月 4 日

所 大阪大丸

時 1  0 月 2 0 日一一 2 6  FI  

所 京都大丸

雨合場共毎日鑑ノI の淑費者あ り大

衆に防ｾ知識を普及せしめ得て盛

況を差す

郡市防空鴎演園陸

成 鳥 9 月 2 1  R  t足、隣烏商工合

議所ー講堂

小 倉 9 月 2 2 日 於朝日講堂

帝国 l司 9 月 2 3 R  於西日 本 新聞

最t講堂

京 都 9 月 2 8 日 於朝 日合館

名古屋 9 月 2 9 日' 於靭 日曾舘

中iド 戸 1  0 月 6 日 於海員合舘

大 阪 1  0 月 7 日 於 朝 日 合 館

各合場 共超満員 の&8 : 況にて聴紫に

多大の感銘 を奥へた

防火改修技術鹿習曾

時 1  1 月 1 2 日一 一 1 4  R  

所 久貧困民事校軍事堂

耳号、講者 3  0  0名

三 日間に亘り聖書、講者熱心に受講兵

閣改修 現場の見撃を 行 ひ最も有意

義に然も 盛合裡κ 無事本舎を終了

菖蒲池厚生住宅展覧曾

時 1  1 月 2 8 日一- - 1  2 月 6

日

所 奈良県草菖蒲池現地

出品戸数 2  4 戸

lI i 品 者 大 林組、竹中工務底、清水

組 、藤木工若者席、木村組、

間本工著書官、』皇双紙、上 回

f旦

2  7 日を招待日と し2 8 日より B

日間雨天の 日ま でも 熱心なる希望

者緩々と来場主主況を曇ナ

術上記の外記念事業 のーとして次

の行事をなす



:t) JI :.:Jj lui よ りの委 n}!i;¥に J: るHj ゾJ 判務

の技 術 者募 集に附 1. !t 君主墳をを令

員に 遁知 斡旋 す

。 出石E、入 管 合員に 新 聞、雑誌等 を

主主綴的に苦主主主慰問し今 術 総行 中

。 本千平合旗 の図案を懸賞' 募集 の上 佳

作者 5 名を 決 定夫キ 授 賞す

倉 員 動 静

曾 員

( 株式合批 松村 W)

JF，11湖; :}7次1 ¥ 符 崎 ｩ 縁 者 ｉＱ 主主 ｲ ｬｊ ｩｊ ｾ ｬ 也 ｭ

出張 所 ( 鴻首lJ.1'.t1】

特 別 賛 助 員

池 田雅一良i¥君 天王寺直大道3の 124

池 間 繁夫 京 市iド戸市葺合医八幡 j 薗

51怪名管業所 内 o除

名管業J iJ i )

iIEi明 j

愈 員

伊 藤 正 文 京 凶 医 土 佐 槻 8 伊 膝 l E

-9:_建 築 事 務rrr

柏 貞雄 君 東 成区 腹見回T 3 の43

中原 楠 ｟Ｎ Ｍ 君 イｾ Ｚ有限ＮｺｰＮ聖 ｔ 西之 町 Ｑ Ｔ

品川

間

引

本

所

丸

3

日

池

山

内

免

)

製

版

新

先

ム

ぷ

ル

字

務

ウ

上

上

大

動

-

一

市

賀

市

(

ミ

謀

都

立

中

1

凡

築

b

u爪

下

登

の

ア

建

有

明

向

山
円

酎

川

俊

三

オ

源

々

H

牧

成

係

l

)

1

合

物

持

町

所

通

物

建

リ

桝

業

池

建

地

ヨ

内

工

御

地

土

員

由

府

料

江

土

速

助

舌

塗

堀

速

浪

ミ

H

一

白

琵

北

浪

(

)

一泊

市

東

区

1

内

相

北

川

堺

(

西

の

一
枇

令

朝

刊

杭

晋

h

十此

郎

宰

・

守

陣

山

叉

鳥

浄

村

大

奥

一

四

佐 幣 武 雄肴 住吉 鼠天 王寺 町3377 I 普 遁 費 助 員

( 今宮? 工業拳 校) I  荒 川鋼四郎 君 西 成 直 粉 前本 町 2 の

山 田 一義 君 京 都市 上京E 寺 内 通 I  31  ( 本 間荒 川建手事

千本時t A上ノレ井岡町 |  狩 所)

( 京都 府 建築 課) I  井 上 隆章君 西 宮市 中 腹 原町2の1

犬同 良 育 肴 西 区南 郷 江 上通 1 の | 古 賀 一義 君 旭 広 中 宮 町 747制 P

32  ( 竹中工務后 ) I  挺

河 上 減松君 東成区片江町 4 の 13 I  阪 間 官 雑 煮 浪 速 区 稲 荷町 2 の94

4  ( 建築 設 計 自管 ) I  7  ( 本 間 荒川痩 築 事

川上 興 青君 南 区 回島町20 ( 古 川 |  務所〉

相 ) I 水 野 浩 治 者 西 成 区粉滋本 町 2 の

北津 森 一 君 酋 直川 口町 2 ( 建築 I  1 く本 間荒 川 建 築事

設計自 管 ) I  務所】

鈴 木 選 君 府 下 盤 中 市 岡 町 幸泊 | 相 義 夫君 尼ケ崎市演八反田 9

3 竹友察内 ( 竹 中 工 |  の 2 ( 竹中工務百)

務 底 )

イ主間後次郎君 此 花隠茶 関岡T 132(竹

中 工 務 院)

富 岡 清子守君 港1直三イ際通 3 の 10

( 白書f )

凶 村 健常 利戸市須勝@. 川上町

3 の29 ( 兵庫 l孫宅寺第

部建築課〕

平 岡 祭者 西成E草橋治 2 の 7 (  

自信ー)

三宅 精 策 君 豊中市 岡田T幸通 3 の

B85 竹中寮 ( 竹 中工

務陪〉

地 方 曾 員

紙 谷 義 一 君 大 分市 中 島六イが 2

ヨ二二王;

倉 員

慢 井金次 郎君、イ主因 季 吉 君、

高 井 久 一 君、谷 川市景太郎君、

安井源一良1¥索

地 方 倉 員

飯 島 手11主主君、木村i f . 11久次煮 、

矢 浮 芳 明 君、 手u久 献 二君 、

特 別 賛 助 長

佐 藤奥 三 歳京

普 遁 費 助 員

紳 回 復 司君 、林悶 信二君 、

稲 垣 好 譜 T r ( 勤務先) 東区本町

4  (/， b7の 1 株 式合 粧

凶 本 組 大 阪 支 庖

香 川 彰 男 君 ( 勤務先〕東区本町

4 の57の 1株式合軍士

西 本 組大 阪支庖

谷口 維 郎 君 ( 勤務 先 〉 東区 本国f

4 の57の 1株 式 合 従

西 本 組 大 阪 支 陪

鈴木 誠一郎 君 吹 田 市 獄図 町 2725

高畑 f必君 第 六 海 軍 軍 用 郵便 所

気附

宮 湾 出彦 君 布1ド戸市神 戸 区 江 戸 町

98竹 中 工 務庖

三閣 不IJ 遊 君 若 林 工 業 株 式 合nH: く

勤 務先〉

森 晃 京 橋 本 総 ( 勤 務 先3

鎌 同 芳14l 干守 京 都市伏 見 陳.竹 間 七

淑 川 町9[)

岩 国 愛 吉 者 西 淀川隠佃 町 1 の46

大 弁 弘 次郎 君 長 谷 部 竹 腰建 築準務

所 ( flJ務先〉

地 方 曾 員

富永 重富雄君 和 歌山県長日両郡利回

村 和 歌山健 療 工 事不

動 建 築 株 式 曾 鮭 [1-1張

所

内儀委忠手守 新 京 特別 市 安建 街51

6  ( 勤務先) 新; 京中

央 逼26 ( 建築事務所

4 3  XIl 



自管〉
小 林 清主査君 和歌山市湊鴻池 作業

館内

稲 田 享子守君愛知懸賞飯郡] ! J : 111田T F斤 梅津 京 者 住 吉区 山阪国T2 の72

銭 高組 詰所 長野高方

栂 弁 済良1¥君 東 安 省東安市公著工

五百Eμl 久: r ，奉天市鍛西区雲峯選

岩 井 元 義君 西区本国遁 2 の68

務科建築股内

3 段 10披

樋口 正 君 府下布施市大字森河

今 井 3普君 庚島市皆t堂町 2 の50

三木 来三君 主菱商外i曾 文郡 麻豆街
内642

4 山本 方

麻 豆 1429住 吉組支席
吉岡 健君 西部第七部隊辻村像

林 政 ー索 名古屋市千街区国代

内 武田 粛君 央市宮原遁 2 の28の

町場制 122

松 井 一男君 東舞鶴市字港尻矢助 1 木原方

桑 原 勇君 間 山県系玉野市玉 295

1006  

の57

藤田 静 雄 君 兵 庫 l孫明石郡大久保

j 死 竺 -
井 上 新 ニ 君 内 務 省防空局建 築課

町谷八木く勤務先)

長

住宅管園大阪支所

荒 木 正 利 君 新京市満 銭 新京工事

特 別 賛 助 員

事 務 所 需lド村 祷震 旭 1illi.今穏 中 1 の 155 • 員

竹 中 稔 雄 君 岡 山市稲田 252 不動
の4

上回 祷一郎 君 昭和 17年 10 月24日逝

去

建築事務所 船木豊能堆君 日本カ ーバ イ ドエン

野津 勉君 昭和 17年 10月30日逝

債畑重太郎君 岡山市繭 島上町 82
ジン株式合続( 勤務

去

坪 弁 義勝君 東 京市主主谷E霊猿若町
先〉

宮川 重量殺君 昭和 17年 10月31日逝

16 ( 勤務先〕 千葉 市 普 遁 . 助 . .  
安

自画生田f 東大第二工務 繁 閑 銭君 東京市世間ケ谷区北

部建築拳科 津 2 の259 朱明落別

( 議んで哀悼の意を表す)
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( 昭和十七年度〕

日 本 建 築 協 曾 役 員 及 幹 事 ・ 委 員

事幹

建察資料綜合陳列場幹事曾

松 久 保 敬 三

野 中 駒 市

道 開 通t 治J ' l l¥

伊 東 宗 太 郎

大 下 順 三 J ' l l¥

楠 瀬 激

柳 弘 美

俊 阿 美 代 吉

中 西 六 郎

西 海 藤 生

矢 田 車 厳 重 友

吉 岡 央 自11

小 杯 清

伊 藤 和 夫

尾 重 量 済 四 良1¥

大 下 j順 三 郎

附 図 孝 男

川 勝 健 二

桐 本 楠 雅

志 賀 飽 雄

竹 内 佐 卒 治

塚 本 猛 次

西 村 f言

錦 同 直

失

夫

甜

帽

初

春

秀

縄 積 幹 司 匡 曾

瀬

崎

国

剛

山

富

宮

幹 事 長

幹 事

問

問

間

同

向

同

問

問

同

阿

同

同

同

幹 事 長

常任幹事

同

幹

同

同

同

同

同

問

問

問

事E

曾 事 堅 幹 事 ・

山 脇 友 三 良1¥

伊 東 宗 太 郎

岩 佐 信 也

幹 事 長

常任幹事

笠チf: 新 十 日1¥

辛 木 貞 夫

川 鹿 島 健

桐 本 楠

奥 田

小 林 三 造

佐 藤 J F . 次郎

坂 本 塁 年

笹 阿 美代子守

清 水 升

芝 田 知 重

菅 原 徹 J ' l fl

園 部 湊 文

間 部 茂

高 松 平 太 郎

竹 内 佐 卒 f台

竹 中 景

谷 氏

内 藤 発

中 島 主宰

中 西 六

中 キf 昌

中 村 義

西 滞 藤

凶 山 :l1n

銘1 閃 直

.2f- 野 忠 雄

藤 岡 元 吉

松 久 保 敬 三

道 岡 泰 治 良11

宮 田 空事 穂

村 田 治 良1¥

森 定 幹 夫

薮 中 一 良

山 口 I E  

山 田! I t

関

人

『止

法

問

問
員f霊

世

相

茂

松

伺

重量

卒

郎

生

維

林

問

問

問

問

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

問

問

同

問

問

問

問

同

間

同

問

問

問

問

問

問

問

尾 亀 清四J ' l f¥

河 津 喜 之 助

駒 市

際 交

武 文

4 5  XI I  

中

藤

野

申

且

伊事

同

問

問

幹

問

問

山 本 磯 十 郎

吉 回 央 自1¥

手11 閃 貞 治 良1¥

同

問

同

曾

片 岡

竹 腰 健

松 本 儀

池 間 宮 彦

鈴 木 一 幸

柄 本 楠 雑

佐 藤 正 次 郎

中 関 六 良1¥

商 津 藤 生

厳 中 一 良

小 林 三 造

松 久 保 敬 三

和l 悶 貞 治 貝11

伊 藤 利 夫

大 下 順 三 良11

小 林 清

錦 回 直

伊 滋 平 日 夫

伊 藤 武 文

池 田 宮 彦

池 田 谷 久 吉

石 井 ー泰 雄

石 !反 建 偉

今 北 乙 吉

岩 佐 f言 也

法 崎 甚 太 郎

字 賀 - Ji! 11  

字 都 宮 藤 次 良11

海 野 浩 太 郎

小 川 正

l毛 重 量 済 四 郎

大 F 順 三 良1¥

大 津 別 地

問 問 孝 男

岡 !jl} JU 次

岡 本 新 次 J ' l ll

景 山 五日月

安

建

八

• 員

務

議

9 崎

吊

令 長

雨IJ令 長

問

言E

計

斡

主

問

問

問

問

主

問

問

編

悶

悶

悶

Z手

員一

一

同

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

同

問

問

問

El!lj¥: 

悶

同

事

務

康

問

常

同

同

問

問

問

問

問

問

問

問

肉

問

問

問

問



伊 悠 手 日

J:r)， ｾ 白 袴 ｐ Ａｉ J1I¥ 

大 下 順 三 !lll

川 勝 健 二

桐 本 楠 雑

小 林 滑

走; j . ! t 犯科t

竹 内 佐 平 1台

坂 本 猛 次

商 村 f言

f前 回 直

腕 瀬 初

質 的 署 長

官 同 秀

ー人

夫

失

穂

記 念史編 纂部愈

員

p

，

 

P

、
，

4長

問

問

同

叶

，

司

4

4
吋

司

司

1

1

1

1

1

1

 

伊]

戸]

同

'r' J 内千イi : ｬ Ｚ，ｾ＠

ｾＧￍＢ＠ 1/' ｾｽ＾ ｊ 可 Ｑ

前 Y'i' In: -IK. Rr， 

f& 久 保 品え J

伊 滋 和I ヲミ

岡 本 忠 行

石 井 手11 I4t  

'1、 材 、 がi

*  If J { 微J ) j ¥

中 n 順 次 郎

矢 田 鎖 厳

宵 間 信 j'rl;;

創立二十五年記念募集

華字 事 . .  

住 宅 委 員 曾

委 員 長

幹 事

委 員

同

問

問

問

問

阿

川

問

問

tI 、 川 久 司i

').;:_ F  ｉｬ ｲｬｾ ￥ ，＠ ftI: 

川 勝 淑 兵 待f

小 四 一 良

，1、事f 三 造

左 谷 陽 光

佐 藤 I E *' flI l  

f左 ! 原 忠 fr.ffi

4夜 間 美 代 子7

島 問 主 主 太 郎

末 際 貧 富 証

菅 w 徽 RII

鈴 木 強

谷 隆 夫

中 肝 !順 次f J . 1¥

T1ij 閉 鎖 彦

薮 中 一 良

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

問

問

向

ニ

克

清

武

伊 藤 和 夫

生 回 五 艮11

大 野 勝 三 良1¥

Jjx 本 勝

鈴 木 忠 五 郎

淵 告 書 i穴 弓

棚 橋 諒

中 関 ， 順 次 郎

中 村 吉 太 郎

針i 回 直

' M土問1 f t : ー

噴 奪 回 令

1曾 井 敏

森

吉

mi 寅、11智宮古曾

長

員

問

問

同

向

同

問

郊

委

問

問

問

同

問

問

問

松 本 能 八

中 西 六 自11

松 久 保 敬 三

伊 藤 和 夫

須 賀 E第 五 郎

鈴 木 一 幸

霊 安 中 ーー 良

今 林 彦 太 郎

阪 口 芳 三 1111

竹 腰 世 l ! 訟

棚 橋 3在、

富- ; : f : 阿1' 1' : ー

桝 井 早 宇 治

山 崎 英 二

山 脇 亥 三 ml

幹 事 長

則幹事長

同

常‘任幹事

同

事

同

同

幹

同

問

f異祭吉田室幹事曾

三 浦

宅 壬 妻 議

1tE 坂 f言 次 1111

高 松 平 太 郎

内 問. 成。; 之

西 海 面 長 生

服 部 圭 { 右

遊 中 一 良

T吉 本 政 次 f ! ll

茂幹 事 長

常 任 幹 事

同

同

幹

同

悶

弓平

Jf;1  

向

問

問

同

問

問

国 書刊 行 幹事 盆

( 法規刊 行部)

ヨ ミ 鐙 叢 次 flll

浅 聖 子 弘

昨 上 i兵 治

景 山 ]f.

横 見

長

;(j;C 

イ言

口

国

lI i寅曾名古屋委員

五 十 嵐 芳 雄

弁 戸 開 園 松

小 栄 治 卒

大 倉 由 卒

河 閃 明 雄

峻 戸 久

後 藤 米 大 1111

佐 藤 凶 郎

玉 置E 量 次 郎

長 谷川 寓ニ且11

稗 悶 治

員委

問

問

問

同

同

向

同

同

同

l司

菖簿j也厚生住宅 展 覧都 曾

中 西 六 良1¥

京 佐 f言 也

阿 国 孝 男

阿 部 瀬 則

小 林 治f

11、 林 三 誌を

篠 間 貸

鈴 木 忠 五 良1¥

1曾 山 新: z p.

松 久 保 敬 三

阿 澄 一 次

長

員

部

委

同

阿

川

阿

同

問

附

問

問

明

草宇

J痛減、 激

榊 弘 美

;益 田 泰 治 郎

後 川 柳 三 郎

高 図 利 一 郎

員

初 料 委 員 曾

部

幹

問

問

問

委 員 長

幹 事

同

委

同

X If 4 6  
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大 下 順 三 ftl¥

大' J ! l 勝 三三良1¥

柄 j瀬 激

榊 弘 美

牧 阿 美 代 吉

杉 崎 嘉 兵 衛

鈴 木 忠 ミ百: 良1¥

中 西 六 県1¥

中 村 育 大 貝1¥

図 書 事 通 事 生

n 中 駒 司I

播民事谷松次郎

道 田 泰 治 良1¥

矢 回 鍛 蕨

育 問 -' J ! : 自1¥

!日]

同

|丙]

fri J  

Ici J  

同

同

同

同

向

同

問

問

問

附

永 深 毅

司 王 松 大 見1¥

本 岡 林 八

絵祁ｾ太白 Ｑ ｜

;占; 司王 jξ ?古

宮 飼 克 二

山 内 嘉 兵 衛

曾官官実視

'

民

民

員

谷 氏 戴

伊 藤 和I 夫

黒 田 茂

阪 口 芳 三 郎

薮 中 一 良

辛口回貞 f合 員R

却

州

委

問

問

問

向

贋 島委 員

柴 田

砂 本

武 内 宮

谷 川 政

霊 長 田 勉

槍 問 了r.

1曾 谷 宗 大 日1¥

松 本 幸 鰯

2守 脇 晴 美

H市 岡 E t *  

作

品

い

ト

ベ

2

5

 

主主

閉

り

油

削

均

議
h

哲

恥

帯主

空耳

川

同

庁

迫

林

手向

った

奥

古

同

員

問

問

問

委

同

問

問

同

同

問

問

問

問

問

問

問

問

夫

{時E

季

棚 橋 諒

寺 戸 常 三 良1¥

永 瀬 狂 三

坂 古手雄

松 井 清 之 助

松 村 俊 雄

三 橋 図 太 郎

本! J . ! } 精 吾

山 口 刀:

山 本 磯 十 自1¥

波 を 栄 蔵

波 透 耳IJ 柑i

重量

1色

京 都 委 員

川

崎

丘

荒

小

高

同

員委

問

問

問

問

同

開

向

問

問

問

問

問

問

同

土

〈

之

問

問

同

問

吉

田 井iて こ

笹 阿 美 代 吉

菅 陸 ニ

納 部 茂

問 中 芳 郎

可守 中 景

野 中 駒 市

前 回 策 室E

道 問 若 手 治 良1¥

石 原 蓬 体

字 賀 一 郎

1] 、 }I I I E 

尾 a血 液 四 郎

ニ

升

府

県

卒

利

健

島

昌

清

元

続賀官自各係委員

JII 

勝

水

間

喜

村

尾

田

荒

川

浩

寺

中

中

長

滋

山

庶 務 係

同

fliJ 

戸j

伊j

受 付 係

l司

I百j

!日l

伊]

fnJ  

l丙1

1司

合 場 係

戸]

!司

間

同

同

副

福 岡 委 員

池 口 凌

遠 藤 二 郎

木 村 得、三 郎

黒 木 源 次 郎

. 見 済

篠 原 敬 次 郎

鈴 木 忠

湾 奥 妊

坪 弁 義 勝

中 西 匙 作

古 川 貞 次 郎

古 川 ｾｾ＠

松 岡 昌 半

三 浦 忠 夫

山 手 研 否

吉 岡 清 三 郎

同

員委

問

問

問

問

問

問

問

伺

問

問

問

問

問

問

問

大 阪 委 員

IJ、 rll IE 

阿 本 忠 行

小 泉 嘉 四 郎

阪 弁 益 太 郎

竹 内 佐 卒 治

難 波 江 久 遜

錦 回 直

星 陵

啓

大

敏

銭

制 戸 委 員

市 場

ｾ尾

世 型車

問 本

楠 岡

古 宇 間

早 良 後

清 水 祭

脊 隆

滋 海 i I

橋 要旨

中 島 ... 

同

員委

問

問

問

問

問

文

治

二

克

直

航

武

議

衛

章

樹

貧

貸

失

f藷

茂

常

保

弁

問

弁

図

回

嗣

畑

前

崎

唱

矢

吉

問

員

問

問

問

問

問

問

問

3委

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

ー問
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防火改修展覧郎倉

松 久 保 敬 三

伊 東 宗 太 郎

今 林 彦 太 郎

長

貝

昔事

委

問

弓

記量



浅 野

キヰ I色 保

小 林 謙

菅 陸

宮 飼 克 二

寺 戸 常 三 郎

藤 井 忠 磯

松 村 俊 雄

山 口 iE 

山 本 磁 十 貝1¥

池 田 宮 彦

伊 東 宗 太 郎

大 下 順 三 郎

河 合 喜 三 f! 1¥

久 良地 丑ニ良1¥

小 西 一 良

佐 藤 正 次 郎

篠 原 太 郎

永 世 事 毅

西 海 藤

錦 回 直

星 際 文

増 山 新 平

松 本 後 八

三 橋 図 太 郎

山 本 義 樹

努f

f将

建築必携出版節曾

長

員

生

問

問

問

問

問

問

問

問

問

部

委

問

問

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

同

芦4

H  

S目

指I

山 口

山 中 茂

伊 藤 幸

岩 佐 信 也

11、 }II I E 

尾 血 清 四 郎

阿 国 久

岡 本 忠 行

景 山 正 明

笠 弁 新 十 良1¥

抜 本 塁 喜 一

笹 阿 美 代 吉

清 水 升

高松1 J i 太郎

竹 中 景

中 島 喜 卒

野 中 駒 市

藤 田 元 古

屋 際 文

掲 内 四 知 丸

増 弁 敏 克

主主回若手治良1¥

宮 倒 克 ニ

矢 岡 銭 減

ｾｦ，＠

7去

五

徹

直

簸

際

回

国

伊]

トj

r"J 

問

問

庶 務 係

同

同

同

同

同

同

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

伊]

建築と防空贋賢官E・

池 岡 3電

池 間 宮 彦

綱 本 補 強

小 林 治.

竹内佐1 J i t台

寺 悶 区

中 西 六 自1¥

西 海 藤 生

樋 口 辰 太 郎

古 塚 i E r台

車 曾 弁 敏 克

松 久 保 敬 三

松

的

薮

若

八

治

良

人

官民

強え

本

場

中

山

長

員

!司

部

委

同

問

問

問

問

問

週

間

同

同

阿

同

問

問

出 征 慰 問 書 事 .

池 岡 谷 久 吉

間 本 新 次 f ! 1¥

川 勝 俊 二

北 極 熊 之 介

柄 本 楠 雑

松 本 骨 量 八

伊 東 宗 太 郎

大 下 順 三 良1¥

河 津 喜 之 助

三 浦 主主

尼 亀 諸問自民

川 人 繁

高 松 平 太 郎

堀 内 四 知 丸

山 田 射て

• 吉宮皐

長

事

役

員

見

員

1前

部

斡

問

問

問

委

同

間

同

同

部

委

阿

Ii'i J  

問

岡 野 寛

間 本 忠

小 林 fを

佐 野 一 議

息 臣官文

伊 藤 武 文

岩 佐 信 也

景 山 I E 明

篠 田 寅

中 村 義 雄

場 井 敏 克

山 本 磯 十 郎

吉 田 英 良1¥

次

行

問

問

問

問

間

接 待 係

問

問

l司

|司

間

同

問

曾

鈴 木 一 幸

桐 本 楠 雅

小 林 清

須 賀 藤 五 良1¥

松 久 保 敬 三

告E彰表

長

員

部

委

問

問

問

慰 霊 祭 部 .

佐 藤 正 次 郎

石 原 主 主 体

今 林 彦 太 郎

谷 民 歳

錦 阻 直

長

貝

部

委

同

問

同

体

威

卒

茂

山 田 邦

吉 岡 央

伊 藤 武 文

今 林 彦 太 郎

巣 周 7Jf. 

竹 内 佐 卒 治

谷 民 放

中 村 義 雄

中 村 昌 三

山 本 磯 十 貝1¥

法 崎 甚 太 郎

字 賀 一 員1¥

間 野 寛 次

夫

郎

慰. 祭部各係委員

建

義

新

脳

陣

塚

山

浦

石

大

橋

設 備 係

問

問

l司

同

間

接 待 係

問

l司

l司

!司

l可

問

問

式 場 係

同

問
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二

夫

文

夫

穂

健

初

串

間

春

秀

勝

瀬

崎

川

由

開

星

宮

宮

同

問

問

問

問j

勝 俊 二

菊 池 庄 太 郎

寺 岡 混

夫正本

見

)11 

水

車貧

員委

同

問

問

回
斡同

防火改修隠密部曾

直

l司 問 主主

川 勝 健 二

桐 本 橋 雅

小 泉 嘉 四 郎

中 村 吉 太 郎

中 村 牧 次 郎

自画

国錦長

員

部

委

問

問

問

問

同

第四飯倉

的 場 治

板 垣 精 治 郎

塚 本 猛 次

藤 閏 令

若 山 放 A  

問

査

資

主

委

問

問

同

第一面z・

矢 回 銭 磁

石 原 淫 像

小 川 正

笹 阿 美 代 吉

是 正 問 泰 治 良1¥

吉 田 英 直1¥

第二世田倉

信

正

拳

間

査

員

主

委

問

問

問

問

主

委

問

武

治

次

田

宮

本

吉

一
楠

山

問

査

員

第五世田・

小 林 清

尾 重量諸問 良1¥

同

査

員

主

委

第三官官曾問

直回錦査豆E

曾註と築建

第 12蹴

1骨骨切鎗 ( 郵税2銭〕

12:11牙 6岡 〈ゲ 24銭〉

昭 和 17年 12月10日 後 行

毎月 l凶1目玉造行 定慣⑮

第 26輯

昭 和 17年 12月 5 日印刷

後行・編斡 戸 川 弘

印 刷 人

大阪市北区朝日 ピノレ尽本建築協令内

刷 所 新日本印刷有限舎祉

大 阪 市 北 区 南 錦 町 46 呑 地

行 所 在 現 日 本 建 築 協 合

大阪市 北区 中之島 3 ノ 3 朝 日 ピ ノレ

電話& 北濁(23)4501. (9)

掻替口慶大阪 399 75 番

目本出版文化協合合員呑蹴222043

給 元 日本出版配給株式会枇

東京市紳同区淡 路町 二 丁 目 九 番 地

"D 

音量

酒E

載

本昔虎に潟載せるものは一切 と れ を無断 に て

鞠 載 し 叉 は 単 行 本 に上梓 そ の 他 の 複 製行 生惑

をなすととを禁ず。

輔繁
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-

第

二

五

集

第

一

二

号

掲

載

広

告

一

覧

(

掲

載

順

)

竹

原

文

泉

社

日

本

竹

筋

工

業

所

米

本

栄

商

庖

ラ

イ

ト

ラ

パ

l

商

会

三

菱

商

事

矢

橋

大

理

石

商

庖

南

満

建

材

工

業

所

建

築

金

物

商

会

平

松

釣

戸

車

製

造

所

協

和

製

作

所

大

阪

窯

業

セ

メ

ン

ト

萩

工

業

山

田

工

務

応

大

阪

伊

丹

商

・応

也

暗

幕

東

洋

リ

ノ

リ

ュ

l

ム

東

亜

化

工

小

西

勝

太

郎

商

底

椎

名

営

業

所
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